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【
１
⽇
プ
ロ
ロ
ổ
グ
】 

♪M
0

シ
ổ
ナ
＆
ロ
ケ
ỿ
ツ
『Y

ou R
eally G

ot M
e

』 

♪
強
い
雨
の
音 

小
野
、201

に
隠
れ
て
板
付
き
。 

☼201

、202

ち
Ỹ
い
明
転
。 

マ
キ
、
ト
コ
、202

(
汚
い
)
に
入
ỵ
て
来
る
。 

マ
キ
、
適
当
に
床
に
散
ら
ば
ỵ
て
い
る
物
を
ど
け
て
い
る
。
ト
コ
は
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。 

(
☼
マ
キ
、
丁
度
良
い
時
に
部
屋
の
電
気
を
点
け
る
) 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
え
ぐ
！
！
(
部
屋
が
)」 

マ
キ 

 

「
え
、
何
が
？
」 

ト
コ 

 

「
あ
、
あ
、
雨
が
」 

マ
キ 

 

「
あ
ổ
ね
、
凄
い
よ
ね
。
雨
量
が
ね
、
凄
い
よ
ね
」 

ト
コ 

 

「
こ
の
世
の
終
わ
り
み
た
い
！
！
(
部
屋
が
)」 

マ
キ 

 

「
ん
？
」 

ト
コ 

 

「
あ
！
」 

マ
キ 

 

「
雨
量
？
」 

ト
コ 

 

「
あ
、
う
ん
、
雨
量
」 

マ
キ 

 

「
凄
い
よ
ね
、
流
さ
れ
そ
う
だ
よ
ね
こ
ん
な
家
ね
」 

ト
コ 

 

「
そ
う
か
な
」 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
ね
、
人
来
る
の
久
々
だ
か
ら
散
ら
か
ỵ
て
る
ん
だ
よ
ね
。
こ
れ
で
も
マ
シ
な
方
だ
け

ど
(
笑
)」 

ト
コ 

 

「(
呆
気
)」 

マ
キ 

 

「
や
ỵ
ぱ
今
日
や
め
と
く
？
」 

ト
コ 

 

「
あ
あ
い
や
、
大
丈
夫
、
覚
悟
は
し
て
た
」 

マ
キ 

 

「
覚
悟
ỵ
て
」 

ト
コ 

 

「
い
や
、
受
け
入
れ
な
き
Ỷ
い
け
な
い
と
思
う
。
マ
キ
君
も
さ
、
ず
ỵ
と
入
れ
て
く
れ
な
か
ỵ

た
の
を
、
や
ỵ
と
覚
悟
し
て
入
れ
て
く
れ
た
訳
だ
し
」 

マ
キ 

 

「
根
負
け
し
た
だ
け
だ
け
ど
ね
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
何
に
せ
よ
で
し
Ỹ
」 

マ
キ 

 

「
よ
し
、
ま
あ
大
体
」 

ト
コ 

 

「
え
？
」 

マ
キ 

 

「
？
」 

ト
コ 

 

「
大
体
何
？
」 

マ
キ 
 

「
大
体
片
付
い
た
」 

ト
コ 

 

「
マ
ジ
か
」 
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マ
キ 

 

「
布
団
の
周
り
は
」 

ト
コ 

 
「
そ
う
か
も
」 

マ
キ 

 
「
あ
の
、
ほ
ら
、
汁
ỵ
け
は
無
い
！
」 

ト
コ 

 

「
汁
ỵ
け
！
(
裏
声
)」 

マ
キ 

 

「
あ
、
シ
ἀ
ワ
ổ
浴
び
る
？
濡
れ
ち
Ỷ
ỵ
た
し
」 

ト
コ 

 

「
あ
、
怖
い
！
水
回
り
は
本
当
に
怖
い
！
」 

マ
キ 

 

「(
案
内
し
つ
つ
)
こ
ỵ
ち
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「(
ハ
ケ
つ
つ
)
え
ぐ
！
！
」 

 

マ
キ
、
ト
コ
ハ
ケ 

☼201

う
ỵ
す
ら
明
か
り
が
入
ỵ
て
来
る
。 

♪
(201

の
方
か
ら
)
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ổ
ム
の
音 

小
野
、
寝
な
が
ら
止
め
る
や
つ
。
マ
キ
戻
ỵ
て
来
る
。
バ
ス
タ
オ
ル
を
取
り
出
し
、 

 

マ
キ 

 

「
こ
れ
使
ỵ
て
！
」 

 

マ
キ
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
渡
し
に
行
き
直
ぐ
戻
ỵ
て
来
て
、
布
団
に
座
る
。 

 

マ
キ 

 

「
・
・
・
ま
あ
こ
ん
な
も
ん
し
Ỹ
・
・
・
」 

 

マ
キ
横
に
な
る
。
し
ば
し
間
。 

♪
(201

の
方
か
ら
)
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ổ
ム
の
音 

小
野
、
な
か
な
か
止
め
な
い
。 

 

マ
キ 

 

「
ア
メ
ト
ổ
ổ
ổ
ク
の
時
間
で
ổ
す
」 

 

ア
ラ
ổ
ム
な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
。 

 

マ
キ 

 

「
う
ỵ
せ
ổ
！
！
」 

 

マ
キ
、
立
ち
上
が
り
壁
の
方
を
凝
視
。
小
野
、
爆
速
で
立
ち
上
が
り
止
め
て
、
壁
を
挟
ん
で
マ
キ
と
対
峙

す
る
形
に
な
る
。
少
し
の
後
ト
コ
戻
ỵ
て
来
る
。 

 

ト
コ 

 

「
ど
う
し
た
の
？
」 

 

小
野
、
覗
き
穴
か
ら202

を
覗
き
始
め
る
。 
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マ
キ 

 
「
い
や
、
隣
、
う
る
せ
え
な
ỵ
て
(
笑
)
早
く
な
い
？
」 

ト
コ 

 
「
ガ
ス
止
ま
ỵ
て
な
い
？
」 

マ
キ 

 

「
嘘
！
？
マ
ジ
で
！
ご
め
ん
！
(
行
こ
う
と
)」 

ト
コ 

 

「
え
！
大
丈
夫
な
の
！
？
隣
！
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
！
気
に
し
な
い
で
！
」 

 

マ
キ
、
水
回
り
の
方
に
ハ
ケ
て
い
く
。
取
り
残
さ
れ
る
ト
コ
。 

ト
コ
、
隣
の
部
屋
が
気
に
な
る
。 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
ヤ
バ
イ
所
来
ち
Ỷ
ỵ
た
・
・
・
」 

 

ト
コ
、
覗
き
穴
か
ら201

を
覗
こ
う
と
す
る
。 

 

マ
キ
戻
ỵ
て
来
る
。 

 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
、
ガ
ス
払
う
の
忘
れ
て
た
ỵ
ぽ
い
。」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
分
か
る
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
？
」 

ト
コ 

 

「
一
番
忘
れ
ち
Ỷ
う
ん
だ
よ
ね
」 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
」 

ト
コ 

 

「
全
然
、
私
が
無
理
言
ỵ
て
来
た
ん
だ
し
」 

マ
キ 

 

「
い
つ
か
は
さ
。
彼
女
だ
し
部
屋
呼
び
た
い
な
ỵ
て
思
ỵ
て
た
ん
だ
け
ど
、
こ
ん
な
ん
だ
か
ら

さ
、
ボ
ロ
い
し
。・
・
・
お
風
呂
ど
う
し
よ
、
近
く
の
銭
湯
行
く
？
ま
た
濡
れ
ち
Ỷ
う
け

ど
」 

ト
コ 

 

「
ま
だ
や
ỵ
て
る
？
も
う
１
１
時
だ
よ
？
」 

マ
キ 

 

「
多
分
・
・
・(
ス
マ
ホ
で
確
認
)・
・
・
あ
れ
？
」 

マ
キ 

 

「
あ
れ
か
も
、
俺
前
行
ỵ
た
の
コ
ロ
ナ
前
だ
し
、
早
ま
ỵ
た
の
か
も
」 

ト
コ 

 

「
良
い
よ
別
に
私
は
、
体
拭
け
れ
ば
。
シ
ἀ
ン
プ
ổ
あ
る
？
」 

マ
キ 

 

「
無
い
」 

ト
コ 

 

「
ひ
ỵ
！
」 

マ
キ 

 

「
湯
シ
ἀ
ン
派
な
ん
だ
よ
ね
」 

 

小
野
、
覗
き
を
や
め
てT

V

の
リ
モ
コ
ン
を
探
し
、
手
に
持
つ
。 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
改
め
た
方
が
良
い
」 
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マ
キ 

 

「
そ
う
？
」 

ト
コ 

 
「
・
・
・
絶
対
・
・
・
改
め
た
方
が
良
い
」 

マ
キ 

 
「
・
・
・
何
で
？
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
禿
げ
る
と
思
う
」 

 

小
野
、T

V

の
電
源
を
点
け
る
。 

♪T
he K

nack

『M
y Sharona

』C
I 

小
野
の
部
屋
のT

V

が
点
い
て
い
る
。 

 

マ
キ 

 

「
え
。
禿
げ
な
い
よ
」 

ト
コ 

 

「
い
や
。
禿
げ
る
と
思
う
」 

マ
キ 

 

「
禿
げ
な
い
ỵ
て
」 

ト
コ 

 

「
禿
げ
る
タ
イ
プ
だ
よ
」 

マ
キ 

 

「
え
」 

ト
コ 

 

「
あ
と
頭
ỵ
て
、
け
ỵ
こ
う
臭
い
か
ら
ね
」 

マ
キ 

 

「
ま
じ
？
」 

ト
コ 

 

「
ま
じ
」 

 

的
な
や
り
取
り
を
し
ば
ら
く
続
け
る
。 

☼
暗
転 

 

【
２
⽇
】 

時
は
流
れ
て
・
・
・ 

♪
強
い
雨
の
音 

☼201

照
明
ゆ
ỵ
く
り
明
る
く
な
る
(
転
換A

) 

小
野
、
起
床
。
少
し
の
間
ボ
ổ
ỵ
と
し
た
後
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
窓
を
開
け
る
。 

ト
コ
と
マ
キ
は
各
々
過
ご
し
て
い
る 

☼
転
換
照
明FO

 

 

小
野 

 

「
・
・
・
ま
た
雨
・
・
・
」 

小
野 

 

「
・
・
・
こ
こ
に
は
、
碌
な
人
間
が
居
な
い
」 

小
野 

 

「
一
階
に
は
老
人
が
二
人
、
二
階
に
は
生
活
保
護
受
給
者
の
男
と
若
い
カ
ỿ
プ
ル
が
暮
ら

す
。」 

小
野 

 

「201

の
男
は
、
寝
る
か
お
笑
い
番
組
を
見
る
か
隣
の
部
屋
を
覗
く
か
を
繰
り
返
す
。」 

小
野 
 

「
も
う
何
年
も
隣
に
住
む
男
は
、
す
れ
違
ỵ
て
も
挨
拶
を
し
な
い
。C

D

屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

す
る
傍
ら
、
た
ま
に
小
さ
な
バ
ổ
で
雇
わ
れD

J

を
し
な
が
ら
自
由
に
生
き
て
い
る
。
品
性
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に
は
欠
け
、
た
ま
に
女
を
連
れ
込
み
し
ば
ら
く
住
ま
わ
せ
て
、
そ
し
て
別
れ
る
・
・
・
最
近

も
ま
た
、
馬
鹿
そ
う
な
女
が
住
み
着
い
た
・
・
・
覗
き
が
い
も
増
え
た
」 

 

丸
山202

に
入
ỵ
て
来
る
。
ト
コ
マ
キ
正
座
。 

 

小
野 

 

「
・
・
・
こ
の
ア
パ
ổ
ト
の
人
達
は
、
み
ん
な
嘘
を
吐
い
て
い
る
」 

小
野 

 

「
⾧
雨
と
湿
気
の
不
快
さ
で
、
嘘
を
吐
く
不
快
さ
を
忘
れ
て
し
ま
ỵ
て
る
」 

小
野 

 

「
・
・
・
・
・
・
あ
・
・
・
そ
う
だ
、
不
快
な
ん
だ
。
こ
こ
は
」 

小
野 

 

「
管
理
会
社
の
女
の
態
度
と
顔
も
不
快
だ
」 

小
野 

 

「
不
快
な
顔
と
言
ỵ
た
ら
今
で
も
思
い
出
す
。
区
の
職
員
が
俺
の
家
に
来
た
時
の
、
あ
の
顔
。

あ
の
蔑
ん
だ
顔
。
お
前
ら
は
俺
に
、
金
だ
け
払
え
ば
良
い
ん
だ
、
な
の
に
。
蔑
ん
だ
顔
で
見

や
が
ỵ
て
、
あ
げ
く
俺
の
Ｐ
Ｓ
３
を
取
り
上
げ
や
が
ỵ
た
。
も
し
こ
の
ま
ま
死
ん
で
呪
い
殺

す
事
が
出
来
た
ら
、
あ
い
つ
は
一
番
最
初
に
殺
し
て
や
る
ん
だ
」 

小
野 

 

「
・
・
・
・
・
・
い
や
三
番
目
く
ら
い
だ
・
・
・
」 

 

☼202

明
る
く
な
る 

正
座
し
て
い
る
マ
キ
、
ト
コ
。
玄
関
ら
辺
に
立
ỵ
て
い
る
丸
山
。 

 

マ
キ
ト
コ
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」 

丸
山 

 

「
う
ổ
ん
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
え
ổ
ỵ
と
」 

丸
山 

 

「
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
こ
の
通
り
な
ん
で
す
け
ど
」 

丸
山 

 

「
ど
の
通
り
も
無
い
の
よ
」 

マ
キ 

 

「
は
い
」 

丸
山 

 

「
ル
ổ
ル
は
ル
ổ
ル
だ
か
ら
、
こ
こ
は
単
身
用
な
の
。
分
か
ỵ
て
る
？
」 

マ
キ 

 

「
は
い
」 

丸
山 

 

「
普
通
さ
、
相
談
と
か
、
せ
め
て
一
言
言
う
と
か
あ
る
よ
ね
、
人
増
え
る
前
に
さ
。
だ
ỵ
て
明

ら
か
二
人
住
む
に
は
不
向
き
だ
し
」 

ト
コ 

 

「
☆
ひ
い
ự
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
☆
お
ỵ
し
Ỷ
る
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

丸
山 

 

「
い
や
相
談
さ
れ
て
も
無
理
と
し
か
答
え
よ
う
な
い
か
」 

マ
キ 

 

「
は
い
」 

ト
コ 

 

「
そ
ỵ
す
ね
(
笑
)」 

マ
キ 
 

「
ヘ
ラ
ヘ
ラ
す
ん
な
よ
(
足
叩
く
)」 

ト
コ 

 

「
や
め
て
よ
痺
れ
て
ん
だ
か
ら
」 
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丸
山 

 

「
カ
ổ
ổ
ổ
ỿ
」 

マ
キ 

 
「
・
・
・
す
ん
ま
せ
ん
」 

丸
山 

 
「
ま
あ
、
ま
あ
、
気
持
ち
は
分
か
る
よ
。
若
い
ね
、
男
女
の
、
ね
、
そ
う
ゆ
う
の
、
ね
」 

ト
コ 

 

「
分
か
ỵ
て
く
れ
る
ỵ
て
事
で
す
よ
ね
？
ほ
ら
、
ほ
ら
分
か
ỵ
て
く
れ
る
。
人
は
、
話
せ
ば
、

理
解
し
合
え
る
ん
だ
よ
」 

丸
山 

 

「
家
賃
増
額
か
な
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
え
！
？
」 

マ
キ 

 

「
マ
ジ
す
か
！
？
そ
う
ゆ
う
も
ん
な
ん
？
」 

ト
コ 

 

「
さ
あ
、
追
い
出
さ
れ
な
い
だ
け
マ
シ
な
ん
じ
Ỷ
ね
？
」 

マ
キ 

 

「
い
く
ら
増
額
で
す
か
？
」 

丸
山 

 

「
ん
Ộ
。
倍
」 

マ
キ 

 

「
倍
！
？
」 

丸
山 

 

「(
ト
コ
に
)
そ
う
ゆ
う
も
ん
な
の
」 

ト
コ 

 

「
そ
う
ゆ
う
も
ん
な
の
か
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
取
り
過
ぎ
じ
Ỷ
な
い
で
す
か
？
」 

丸
山 

 

「
だ
か
ら
、
ル
ổ
ル
な
ん
だ
か
ら
。
不
満
が
あ
る
な
ら
会
社
に
直
接
言
ỵ
て
よ
」 

マ
キ 

 

「
い
や
だ
か
ら
、
言
ỵ
て
る
じ
Ỷ
な
い
す
か
」 

丸
山 

 

「
私
み
た
い
な
末
端
じ
Ỷ
な
く
て
、
ど
う
し
よ
う
も
無
い
ん
だ
か
ら
私
は
」 

マ
キ 

 

「
え
Ộ
」 

丸
山 

 

「
じ
Ỷ
あ
来
月
か
ら
二
人
分
、
ち
Ỷ
ん
と
振
り
込
ん
で
ね
。
あ
、
管
理
費
は
今
の
ま
ま
で
良
い

か
ら
」 

マ
キ 

 

「
は
あ
」 

丸
山 

 

「
で
は
、
御
機
嫌
よ
う
」 

 

丸
山
ハ
ケ 

 

マ
キ 

 

「
御
機
嫌
よ
う
て
」 

ト
コ 

 

「
と
う
と
う
バ
レ
た
ね
ổ
」 

マ
キ 

 

「
て
か
倍
ỵ
て
、
そ
ん
な
金
ね
え
よ
。
引
ỵ
越
す
？
」 

ト
コ 

 

「
そ
ん
な
金
も
ね
え
ỵ
し
Ỹ
」 

マ
キ 

 

「
だ
よ
な
あ
」 

ト
コ 

 

「
え
？
働
く
？
」 

マ
キ 

 

「
そ
の
方
が
良
い
ん
じ
Ỷ
な
い
？
」 

 

二
人
、
疲
れ
た
様
子
。 
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マ
キ 

 

「
仕
事
ま
で
も
う
ち
Ỹ
い
あ
る
か
ら
寝
る
よ
」 

ト
コ 

 
「
今
日
は
？
バ
ổ
？
」 

マ
キ 

 
「
う
ん
、
何
か
ビ
ổ
ト
ル
ズ
好
き
の
お
じ
さ
ん
達
の
貸
し
切
り
だ
ỵ
て
」 

ト
コ 

 

「
良
い
じ
Ỷ
ん
、
好
き
じ
Ỷ
ん
」 

マ
キ 

 

「
そ
り
Ỷ
好
き
だ
け
ど
さ
、
な
ん
かD

J

ỵ
て
感
じ
し
な
い
よ
ね
」 

ト
コ 

 

「
良
い
じ
Ỷ
ん
そ
う
ゆ
う
の
も
。
も
う
マ
キ
君
も
お
じ
さ
ん
な
ん
だ
か
ら
」 

マ
キ 

 

「
え
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
あ
、
ヤ
バ
い
、
緊
張
解
け
た
ら
凄
い
お
腹
空
い
て
き
た
」 

マ
キ 

 

「
ト
コ
ち
Ỷ
ん
全
然
緊
張
し
て
な
か
ỵ
た
じ
Ỷ
ん
」 

ト
コ 

 

「
ラ
ổ
メ
ン
食
べ
た
い
か
も
」 

マ
キ 

 

「
あ
の
Ộ
冷
凍
庫
に
、
日
清
の
や
つ
、
あ
る
よ
」 

ト
コ 

 

「
違
う
！
ラ
ổ
メ
ン
屋
に
行
く
！
」 

マ
キ 

 

「
ん
Ộ
Ộ
Ộ
。
俺
は
い
い
や
。
今
そ
ん
な
入
ん
な
い
」 

ト
コ 

 

「
一
人
で
も
行
く
け
ど
？
」 

マ
キ 

 

「
行
ỵ
て
ら
ỵ
し
Ỷ
い
」 

ト
コ 

 

「
一
人
で
も
行
く
け
ど
さ
あ
」 

マ
キ 

 

「
？
」 

ト
コ 

 

「
一
緒
に
お
散
歩
ぐ
ら
い
し
て
く
れ
た
ỵ
て
良
い
じ
Ỷ
ん
！
」 

マ
キ 

 

「
分
か
ỵ
た
よ
、
途
中
ま
で
ね
」 

 

二
人
出
て
行
く
。 

 

【
３
⽇
】 

☼
照
明
変
化 

 

小
野 

 

「
・
・
・
若
い
カ
ỿ
プ
ル
が
、
大
雨
だ
と
い
う
の
に
馬
鹿
な
顔
し
て
は
し
Ỷ
ぎ
な
が
ら
歩
い
て

い
る
。」 

小
野 

 

「
・
・
・
雨
は
一
切
や
む
気
配
は
無
い
・
・
・
」 

小
野 

 

「
・
・
・
晴
れ
で
も
し
た
ら
、
俺
だ
ỵ
て
何
か
す
る
気
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。」 

 

小
野
が
一
人
で
喋
ỵ
て
い
る
内
に
、201

に
い
つ
の
間
に
か
水
田
が
居
る
。 

 

水
田 

 

「
随
分
、
溜
ま
ỵ
て
ら
ỵ
し
Ỷ
る
み
た
い
で
す
ね
」 

小
野 

 

「
え
」 

水
田 
 

「
は
い
」 

小
野 

 

「
え
」 
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水
田 

 

「
は
い
」 

 

小
野
、
す
く
ん
で
い
る
。
丸
山
入
ỵ
て
来
る
。 

 

丸
山 

 

「
不
審
者
の
家
に
不
審
者
が
居
る
。
こ
ん
な
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ỿ
ク
な
体
験
は
無
い
で
す
ね
」 

小
野 

 

「
い
や
い
や
」 

水
田 

 

「
申
し
遅
れ
ま
し
た
私
、
ソ
フ
ỻ
ア
の
翼
」 

丸
山 

 

「
ウ
イ
ン
グ
オ
ブ
ソ
フ
ỻ
ア
」 

水
田 

 

「
は
い
。
そ
し
て
そ
の
第
三
の
父
で
す
」 

小
野 

 

「
あ
全
然
分
か
ん
な
い
」 

水
田 

 

「
ハ
ハ
ハ
！
！
(
大
笑
い
)」 

小
野 

 

「
お
う
」 

丸
山 

 

「
あ
、
誰
？
？
ỵ
て
顔
、
し
て
る
」 

水
田 

 

「
そ
り
Ỷ
ね
え
、
誰
？
？
ỵ
て
な
り
ま
す
よ
。
こ
ん
な
ん
で
す
か
ら
！
私
！
誰
ổ
！
！
」 

丸
山 

 

「
落
ち
着
い
て
下
さ
い
」 

水
田 

 

「
失
礼
。
取
り
乱
し
ま
し
た
」 

小
野 

 

「
え
？
白
昼
夢
？
」 

丸
山 

 

「
違
い
ま
す
」 

小
野 

 

「
あ
あ
、
え
ỵ
と
・
・
・
何
で
し
た
ỵ
け
」 

水
田 

 

「
ソ
フ
ỻ
ア
の
翼
」 

丸
山 

 

「
父
」 

小
野 

 

「
・
・
・
何
で
す
か
そ
れ
は
？
」 

水
田 

 

「
あ
、
え
ỵ
と
、
ご
存
知
な
い
？
」 

小
野 

 

「
え
？
」 

水
田
丸
山
「
あ
Ộ
Ộ
Ộ
」 

丸
山 

 

「
作
戦
変
更
」 

水
田 

 

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
」 

丸
山 

 

「
で
す
」 

小
野 

 

「
い
や
い
や
い
や
」 

水
田 

 

「
マ
ジ
マ
ジ
」 

小
野 

 

「
え
、
そ
の
、
何
？
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
父
？
が
何
の
用
で
す
か
？
」 

丸
山 

 

「
私
が
呼
び
ま
し
た
。
私
悲
し
い
ん
で
す
」 

小
野 

 

「
は
？
」 

丸
山 

 

「
あ
あ
、
今
月
も
ま
た
、
小
野
さ
ん
か
ら
入
金
が
無
か
ỵ
た
な
。
ỵ
て
」 

小
野 
 

「
あ
あ
」 
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丸
山 

 

「
毎
月
、
ち
Ỹ
ỵ
と
の
希
望
を
胸
に
銀
行
で
記
帳
し
て
、
や
ỵ
ぱ
り
か
と
と
て
も
悲
し
い
思
い

を
し
な
が
ら
電
話
を
掛
け
る
ん
で
す
。」 

小
野 

 
「
・
・
・
あ
の
」 

丸
山 

 

「
無
理
が
あ
る
、
と
、
思
い
ま
す
」 

小
野 

 

「
そ
れ
と
」 

丸
山 

 

「
い
く
ら
体
調
が
優
れ
な
い
と
言
ỵ
て
も
ね
、
生
活
保
護
だ
け
で
や
ỵ
て
い
こ
う
な
ん
て
の

は
」 

小
野 

 

「
そ
れ
と
新
興
宗
教
と
何
の
関
係
が
あ
る
ん
で
す
？
」 

水
田
丸
山
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
」 

小
野 

 

「
い
や
あ
」 

丸
山 

 

「
手
に
職
付
け
た
方
が
ね
、
良
い
ん
じ
Ỷ
な
い
ỵ
て
。
今
の
時
代
パ
ソ
コ
ン
く
ら
い
使
え
な
い

と
何
に
も
な
ら
な
い
か
ら
」 

水
田 

 

「
無
価
値
」 

丸
山 

 

「
は
い
、
無
価
値
ỵ
て
事
で
す
」 

小
野 

 

「
言
い
過
ぎ
じ
Ỷ
な
い
？
ま
あ
、
使
え
た
ら
良
い
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
う
け
ど
」 

水
田 

 

「
ほ
ら
」 

小
野 

 

「
・
・
・
ま
あ
そ
ん
な
、
パ
ソ
コ
ン
買
う
金
も
通
う
金
も
無
い
ん
で
無
理
で
す
け
ど
」 

水
田 

 

「
出
番
で
す
ね
」 

丸
山 

 

「
は
い
」 

水
田 

 

「
迷
え
る
羊
の
家
、
と
い
う
の
を
私
ど
も
運
営
し
て
お
り
ま
し
て
、
ま
あ
簡
単
な
話
、
信
者
の

為
の
爆
安
居
住
施
設
で
す
」 

丸
山 

 

「
信
者
じ
Ỷ
な
い
」 

水
田 

 

「
生
徒
で
す
」 

小
野 

 

「
は
あ
」 

水
田 

 

「
ま
あ
し
ỵ
か
り
ね
色
々
、
働
い
て
貰
い
ま
す
け
ど/

」 

丸
山 

 

「
ど
う
で
し
Ỹ
う
？
」 

小
野 

 

「
え
ỵ
と
」 

丸
山 

 

「
衣
食
住
、
全
部
揃
ỵ
て
ま
す
。
体
も
動
か
せ
ま
す
。
仲
間
も
い
ま
す
」 

小
野 

 

「
ま
あ
」 

丸
山 

 

「
何
か
気
付
き
に
な
れ
ば
な
ỵ
て
。
世
の
中
に
は
色
ん
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
住
む
と

こ
ろ
な
ん
て
特
に
」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 

水
田 

 

「
丸
山
さ
ん
、
び
ỵ
く
り
し
ち
Ỷ
ỵ
て
ま
す
よ
。
そ
ん
な
い
き
な
り
は
ね
え
、
困
ỵ
ち
Ỷ
い
ま

す
よ
ね
え
。
今
日
は
こ
の
く
ら
い
に
し
ま
し
Ỹ
う
よ
。
そ
う
だ
、
何
と
お
呼
び
し
た
ら
？
」 

丸
山 
 

「
親
し
み
を
込
め
て
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
と
」 

小
野 

 

「
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
は
嫌
な
ん
で
、
小
野
で
」 
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水
田 

 

「
小
野
さ
ん
、
今
日
は
ね
、
一
応
プ
レ
ゼ
ン
ト
持
ỵ
て
来
て
る
ん
で
す
よ
」 

小
野 

 
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
？
・
・
・
え
、
パ
ソ
コ
ン
で
す
か
？
」 

水
田 

 
「
そ
ん
な
高
価
な
物
は
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
よ
(
笑
)」 

小
野 

 

「
は
あ
・
・
・
そ
う
で
す
か
」 

 

水
田
、
持
ち
物
の
中
か
ら
リ
コ
ổ
ダ
ổ
を
取
り
出
し 

 

水
田 

 

「
邪
気
を
払
う
、
聖
な
る
縦
笛
で
す
」 

小
野 

 

「
い
や
普
通
の
リ
コ
ổ
ダ
ổ
」 

水
田 

 

「
丸
山
さ
ん
か
ら
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
、
小
野
さ
ん
あ
な
た
、
音
楽
が
お
好
き
と
の
事
で
」 

小
野 

 

「
別
に
そ
れ
ほ
ど
」 

水
田 

 

「(
丸
山
に
)
ね
え
」 

丸
山 

 

「
や
、
人
違
い
で
す
ね
、
そ
れ
隣
の
方
で
す
」 

水
田 

 

「
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
、
ま
あ
も
う
何
で
も
い
い
や
」 

小
野 

 

「
え
え
・
・
・
」 

水
田 

 

「
じ
Ỷ
あ
逆
に
聞
く
け
ど
何
が
好
き
な
ん
で
す
か
？
」 

小
野 

 

「
別
に
好
き
な
事
と
か
無
い
で
す
け
ど
・
・
・
強
い
て
言
う
な
ら
お
笑
い
と
か
、
ゲ
ổ
ム
と

か
」 

水
田 

 

「
じ
Ỷ
あ
あ
れ
で
す
ね
、
ゲ
ổ
ム
の
曲
で
も
弾
い
て
み
た
ら
良
い
じ
Ỷ
な
い
、
ね
え
」 

小
野 

 

「
い
や
で
も
こ
の
ア
パ
ổ
ト
、
楽
器
禁
止
じ
Ỷ/

」 

水
田 

 

「
許
可
し
て
下
さ
い
」 

丸
山 

 

「
許
可
し
ま
す
」 

水
田 

 

「
何
か
や
る
事
が
あ
る
だ
け
で
心
は
楽
に
な
り
ま
す
か
ら
」 

小
野 

 

「
は
あ
・
・
・
」 

水
田 

 

「(
リ
コ
ổ
ダ
ổ
を
押
し
付
け
)
じ
Ỷ
あ
小
野
さ
ん
、
ま
た
来
ま
す
ね
」 

小
野 

 

「
ま
た
来
る
ん
で
す
か
」 

水
田 

 

「
は
い
、
是
非
我
が
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
入
信
、
い
や
入
会
し
て
頂
き
た
い
の
で
。
で
は
ま
た
」 

 

丸
山
、
水
田
ハ
ケ
。
小
野
、
再
び
寝
る
。 

マ
キ
、
少
し
前
に202

に
帰
ỵ
て
来
て
寝
て
い
る
。 

♪
ド
ビ
ἁ
ỿ
シ
ổ
『
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
』FI 

☼
照
明
変
化 

 

シ
ズ
エ 

「(
ハ
ケ
か
ら
)
今
日
の
作
ỵ
た
か
ら
、
置
い
と
く
よ
」 

マ
キ 
 

「
う
ん
ổ
」 

シ
ズ
エ 

「(
ハ
ケ
か
ら
)
マ
キ
く
ん
」 
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マ
キ 

 

「
ん
ổ
？
」 

シ
ズ
エ 
「(
ハ
ケ
か
ら
)
も
う
私
こ
こ
来
な
い
か
も
ổ
」 

マ
キ 

 
「
・
・
・
何
で
ổ
？
」 

 

シ
ズ
エ
、202

に
入
ỵ
て
来
る
。 

 

シ
ズ
エ 

「
距
離
を
置
き
た
い
な
ỵ
て
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
え
？
何
で
？
」 

シ
ズ
エ 

「
ペ
ổ
ス
感
の
問
題
？
」 

マ
キ 

 

「
ペ
ổ
ス
感
？
？
」 

シ
ズ
エ 

「
マ
キ
君
の
ペ
ổ
ス
感
凄
く
好
き
。
あ
ま
り
変
わ
ん
な
い
感
じ
。
だ
か
ら
ず
ỵ
と
変
わ
ん
な
い

で
欲
し
い
」 

マ
キ 

 

「
待
ỵ
て
待
ỵ
て
何
の
話
？
」 

シ
ズ
エ 

「
え
ỵ
と
ね
、D

J

的
に
言
ỵ
た
らB

P
M

」 

マ
キ 

 

「B
P

M

？
？
」 

シ
ズ
エ 

「
そ
う
、
人
生
のB

P
M

。
私
が
居
る
事
で
マ
キ
君
の
ペ
ổ
ス
感
が
崩
れ
る
の
が
凄
く
嫌
だ
」 

マ
キ 

 

「
い
や
、
そ
ん
な
事
な
い
と
思
う
よ
」 

シ
ズ
エ 

「
あ
と
私
の
ペ
ổ
ス
感
の
方
が
ち
Ỹ
ỵ
と
、
い
や
か
な
り
早
い
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
そ
う
か
も
」 

シ
ズ
エ 

「
あ
、
あ
と
、
私
ハ
ウ
ス
と
か
テ
ク
ノ
よ
り
ビ
ổ
ト
ル
ズ
の
方
が
好
き
だ
し
、
何
な
ら
ク
ラ
シ

ỿ
ク
と
か
の
方
が
好
き
だ
か
ら
、
音
楽
の
趣
味
合
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
」 

マ
キ 

 

「
え
？
え
？
」 

シ
ズ
エ 

「
じ
Ỷ
あ
ね
」 

マ
キ 

 

「
待
ỵ
て
待
ỵ
て
、
合
わ
せ
る
、
合
わ
せ
る
よ
そ
ỵ
ち
に
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
い
や
ổ
で
も
」 

マ
キ 

 

「
？
」 

シ
ズ
エ 

「
も
う
近
い
ペ
ổ
ス
感
の
人
居
る
ん
だ
よ
ね
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
え
ổ
と
、
つ
ま
り
そ
れ
は
」 

シ
ズ
エ 

「
う
ん
、
ご
め
ん
ね
」 

 

シ
ズ
エ
、
出
て
行
く
。 

 

マ
キ 

 

「
う
そ
ổ
ổ
ổ
・
・
・
」 

 

【
４
⽇
】 

☼
日
数
経
過
(
転
換A

) 
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♪
雨
と
潜
る
音
(
転
換A

) 

ト
コ
と
マ
キ
は
何
か
じ
Ỷ
れ
て
い
る
。 

 

ト
コ 

 

「(
発
見
)
何
こ
れ
」 

マ
キ 

 

「
こ
れ
パ
ス
ポ
ổ
ト
」 

ト
コ 

 

「
持
ỵ
て
ん
だ
、
意
外
」 

マ
キ 

 

「
ノ
リ
で
取
ỵ
た
。
返
し
て
よ
そ
れ
大
事
な
ん
だ
か
ら
」 

ト
コ 

 

「
あ
ん
ま
海
外
と
か
興
味
無
い
と
思
ỵ
て
た
」 

マ
キ 

 

「
今
は
ね
。
昔
は
さ
、
年
一
く
ら
い
で
海
外
旅
行
行
け
た
ら
な
ỵ
て
思
ỵ
て
た
ん
だ
け
ど
、
結

局
金
無
い
か
ら
全
然
行
け
な
か
ỵ
た
」 

ト
コ 

 

「
ど
こ
行
き
た
い
の
？
」 

マ
キ 

 

「
イ
ギ
リ
ス
。
ア
ビ
ổ
ロ
ổ
ド
で
写
真
撮
り
た
い
」 

ト
コ 

 

「
横
断
歩
道
？
」 

マ
キ 

 

「
横
断
歩
道
」 

ト
コ 

 

「
し
ま
ỵ
と
き
な
よ
ち
Ỷ
ん
と
(
渡
す
)」 

マ
キ 

 

「
お
ổ
わ
」 

ト
コ 

 

「
ん
？
」 

マ
キ 

 

「
何
で
も
無
い
」 

 

こ
こ
ら
辺
く
ら
い
ま
で
に
☼
♪
転
換A

FO
 

 

ト
コ 

 

「
あ
、
ち
Ỹ
ỵ
と
ご
め
ん
」 

マ
キ 

 

「
ん
？
ど
し
た
？
」 

ト
コ 

 

「
発
狂
し
そ
う
」 

マ
キ 

 

「
え
？
」 

ト
コ 

 

「
や
ば
い
や
ば
い
や
ば
い
ご
め
ん
ご
め
ん
ご
め
ん
ご
め
ん
や
ば
い
や
ば
い
」 

マ
キ 

 

「
何
で
？
何
で
？
」 

ト
コ 

 

「
部
屋
汚
過
ぎ
」 

マ
キ 

 

「
あ
れ
、
今
更
？
」 

ト
コ 

 

「
ず
ỵ
と
思
ỵ
て
た
、
ず
ỵ
と
感
じ
て
た
、
こ
の
違
和
感
、
え
？
私
順
応
し
ち
Ỷ
ỵ
て
な

い
？
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
ゆ
う
も
ん
だ
と
思
ỵ
て
た
け
ど
」 

ト
コ 

 

「
飲
み
込
ま
れ
る
！
こ
の
ア
パ
ổ
ト
に
！
食
わ
れ
る
！
」 

マ
キ 

 

「
そ
ん
な
突
然
来
る
も
ん
？
」 

ト
コ 
 

「
え
？
こ
の
部
屋
の
物
全
部
捨
て
て
良
い
？
」 

マ
キ 

 

「
や
だ
よ
！
」 
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ト
コ 

 

「(
咆
哮
)」 

マ
キ 

 
「
落
ち
着
い
て
！
ほ
ら
、
カ
ổ
ビ
ỻ
(
カ
ổ
ビ
ỻ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
渡
す
)」 

ト
コ 

 
「
ふ
Ộ
Ộ
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
ど
う
？
」 

ト
コ 

 

「
落
ち
着
い
て
き
た
」 

マ
キ 

 

「
よ
し
・
・
・
よ
し
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
お
母
ち
Ỷ
ん
が
さ
、
い
い
加
減
帰
ỵ
て
来
た
ら
ỵ
て
」 

マ
キ 

 

「
あ
あ
」 

ト
コ 

 

「
反
応
薄
」 

マ
キ 

 

「
そ
り
Ỷ
そ
う
だ
ろ
う
な
ỵ
て
」 

ト
コ 

 

「
何
で
よ
」 

マ
キ 

 

「
だ
ỵ
て
俺
が
お
母
ち
Ỷ
ん
だ
ỵ
た
ら
心
配
だ
も
ん
、
こ
の
タ
イ
プ
の
娘
は
」 

ト
コ 

 

「
は
？
」 

マ
キ 

 

「
何
で
さ
、
お
母
ち
Ỷ
ん
な
の
？
」 

ト
コ 

 

「
は
？
」 

マ
キ 

 

「
い
や
呼
び
方
、
何
か
ち
Ỹ
ỵ
と
不
思
議
だ
な
ỵ
て
」 

ト
コ 

 

「
良
い
じ
Ỷ
ん
別
に
。
可
愛
い
じ
Ỷ
ん
」 

マ
キ 

 

「
あ
、
可
愛
い
ポ
イ
ン
ト
な
ん
だ
そ
れ
」 

ト
コ 

 

「(
立
ち
上
が
り
)
う
ん
！
」 

マ
キ 

 

「
え
？
」 

ト
コ 

 

「
え
？
」 

マ
キ 

 

「
あ
れ
、
帰
る
の
？
」 

ト
コ 

 

「
ダ
メ
か
な
？
」 

マ
キ 

 

「
い
や
ダ
メ
と
か
じ
Ỷ
な
く
て
。
帰
ら
ん
ぞ
ỵ
て
感
じ
じ
Ỷ
な
か
ỵ
た
？
」 

ト
コ 

 

「
一
か
月
」 

マ
キ 

 

「
ん
？
」 

ト
コ 

 

「
私
が
、
マ
キ
君
ち
に
半
ば
強
引
に
や
ỵ
て
来
て
か
ら
一
か
月
が
経
ỵ
た
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
だ
ね
」 

ト
コ 

 

「
一
年
・
・
・
私
は
彼
女
だ
と
言
う
の
に
、
マ
キ
君
は
一
年
も
の
間
、
頑
な
に
こ
の
家
に
は
入

れ
て
く
れ
な
か
ỵ
た
」 

マ
キ 

 

「
い
や
ほ
ら
、
呼
べ
る
よ
う
な
家
じ
Ỷ
な
い
か
ら
さ
」 

ト
コ 

 

「
一
か
月
あ
ỵ
た
ら
片
せ
る
し
、
一
年
あ
ỵ
た
ら
も
ỵ
と
片
せ
る
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
だ
ね
」 

ト
コ 

 

「
お
か
し
い
よ
ね
？
何
が
ど
う
な
ỵ
て
こ
う
な
ỵ
た
？
あ
れ
？
」 

マ
キ 
 

「
混
乱
し
て
る
？
落
ち
着
い
て
」 
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ト
コ 

 

「
私
基
本
的
に
、
マ
キ
君
は
滅
茶
苦
茶
優
し
い
と
思
ỵ
て
る
。
今
ま
で
付
き
合
ỵ
て
き
た
人
の

中
で
一
番
優
し
い
。
だ
け
ど
、
部
屋
を
綺
麗
に
し
て
く
れ
な
い
事
は
全
く
説
明
が
つ
か
な

い
。
ど
う
ゆ
う
事
？
」 

マ
キ 

 

「
深
刻
に
考
え
過
ぎ
だ
よ
」 

ト
コ 

 

「
マ
キ
君
は
、
表
面
的
に
は
滅
茶
苦
茶
優
し
い
け
ど
、
私
の
為
に
し
て
く
れ
た
事
が
こ
れ
ま
で

一
切
無
い
？
」 

マ
キ 

 

「
そ
ん
な
事
無
い
で
し
Ỹ
」 

ト
コ 

 

「
あ
る
と
思
い
ま
す
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
ち
Ỹ
ỵ
と
支
度
し
な
い
と
、
も
う
直
ぐ
仕
事
だ
か
ら
」 

ト
コ 

 

「
出
た
、
出
ま
し
た
。
仕
事
。
そ
ん
な
に
夜
の
ク
ラ
ブ
が
楽
し
い
か
い
？
」 

マ
キ 

 

「
い
や
」 

ト
コ 

 

「
エ
ỿ
チ
な
お
姉
ち
Ỷ
ん
が
い
ỵ
ぱ
い
居
る
ん
だ
ろ
！
」 

マ
キ 

 

「
今
日
は
よ
く
分
か
ん
な
い
企
業
の
パ
ổ
テ
ỻ
的
な
、
バ
ổ
で
や
る
や
つ
だ
か
ら
」 

ト
コ 

 

「
朝
ま
で
？
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
、
あ
の
、
お
じ
さ
ん
ば
ỵ
か
り
。
奥
田
民
生
と
か
そ
ん
な
ん
掛
け
て
、
誰
もD
J

の
事

な
ん
て
見
て
な
い
や
つ
。」 

ト
コ 

 

「
キ
リ
ン
ジ
は
？
」 

マ
キ 

 

「
キ
リ
ン
ジ
も
掛
け
る
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
分
か
ỵ
た
」 

 

マ
キ
、
水
回
り
に
移
動
し
よ
う
と
す
る
。 

 

ト
コ 

 

「
や
ỵ
ぱ
り
さ
、
こ
の
家
や
め
た
方
が
良
い
と
思
う
」 

マ
キ 

 

「
あ
れ
？
ま
た
始
ま
る
？
」 

ト
コ 

 

「
そ
も
そ
も
終
わ
ỵ
て
な
い
し
」 

マ
キ 

 

「
で
も
ほ
ら
、
お
金
無
い
し
」 

ト
コ 

 

「
何
で
こ
こ
に
執
着
し
て
ん
の
か
分
か
ん
な
い
」 

マ
キ 

 

「
い
や
執
着
ỵ
て
感
じ
じ
Ỷ
な
い
け
ど
」 

ト
コ 

 

「
何
年
住
ん
で
ん
の
？
」 

マ
キ 

 

「
ハ
タ
チ
で
出
て
来
て
か
ら
だ
か
ら
、
七
年
か
な
」 

ト
コ 

 

「
随
分
気
に
入
ỵ
て
る
ん
だ
ね
」 

マ
キ 

 

「
う
ổ
ん
、
一
回
腰
据
え
ち
Ỷ
う
と
さ
、
俺
な
か
な
か
動
け
な
い
タ
イ
プ
だ
し
」 

ト
コ 

 

「
随
分
色
ん
な
思
い
出
が
あ
る
ん
だ
ね
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
ま
あ
」 

ト
コ 
 

「
こ
の
部
屋
に
居
る
と
、
あ
あ
私
も
そ
の
思
い
出
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
ん
だ
、
ỵ
て
気
に
な
る

ん
だ
よ
」 
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マ
キ 

 

「
い
や
ト
コ
ち
Ỷ
ん
は
さ
、
今
の
人
じ
Ỷ
ん
」 

ト
コ 

 
「
今
も
過
去
も
ご
ち
Ỷ
混
ぜ
じ
Ỷ
ん
、
こ
こ
は
」 

マ
キ 

 
「
ん
ổ
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
で
し
Ỹ
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
な
の
か
な
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
今
も
過
去
も
ご
ち
Ỷ
混
ぜ
か
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
私
は
そ
う
思
う
」 

マ
キ 

 

「
じ
Ỷ
あ
引
ỵ
越
す
か
」 

ト
コ 

 

「
え
？
」 

マ
キ 

 

「
引
ỵ
越
し
て
、
家
賃
上
が
ỵ
て
も
広
く
て
綺
麗
な
と
こ
、
ち
Ỷ
ん
と
一
緒
に
住
ん
で
」 

ト
コ 

 

「
う
、
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
そ
ん
で
落
ち
着
い
た
ら
籍
入
れ
よ
う
か
」 

ト
コ 

 

「
は
？
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
、
結
婚
」 

ト
コ 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
待
ỵ
て
下
さ
い
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
。
分
か
ỵ
た
待
つ
」 

ト
コ 

 

「
い
や
・
・
・
い
や
ご
め
ん
あ
の
、
う
ổ
ổ
ổ
ん
と
そ
の
」 

マ
キ 

 

「
ダ
メ
か
」 

ト
コ 

 

「
ダ
メ
と
か
じ
Ỷ
な
く
て
・
・
・
ふ
ざ
け
ち
Ỷ
い
け
な
い
、
こ
う
い
う
事
で
」 

マ
キ 

 

「
ふ
ざ
け
て
な
い
よ
」 

ト
コ 

 

「
ほ
ん
と
に
？D

J

は
？
」 

マ
キ 

 

「
や
め
る
か
。
食
え
な
い
し
」 

ト
コ 

 

「
夜
勤
は
？
」 

マ
キ 

 

「
生
活
リ
ズ
ム
ず
れ
ち
Ỷ
う
か
ら
、
そ
れ
も
や
め
る
か
」 

ト
コ 

 

「
そ
の
、
色
ん
な
、
費
用
は
？
」 

マ
キ 

 

「
ど
ỵ
か
正
規
で
雇
ỵ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
探
し
て
、
地
道
に
貯
め
る
よ
」 

ト
コ 

 

「
お
Ỵ
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
だ
か
ら
ま
あ
、
今
直
ぐ
に
ỵ
て
話
じ
Ỷ
な
い
ん
だ
け
ど
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
や
ỵ
ぱ
ダ
メ
か
」 

ト
コ 

 

「
い
や
だ
か
ら
ダ
メ
と
か
じ
Ỷ
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
そ
れ
は
さ
、
つ
ま
り
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
」 

ト
コ 

 

「
つ
ま
り
そ
れ
は
私
は
、
幸
せ
に
な
れ
る
ỵ
て
事
？
」 

マ
キ 
 

「
ま
あ
そ
の
、
い
わ
ゆ
る
、
的
な
く
ら
い
に
は
」 

ト
コ 

 

「
い
わ
ゆ
る
的
な
の
で
良
い
ん
だ
け
ど
、
一
つ
言
わ
せ
て
欲
し
い
」 
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マ
キ 

 

「
ど
う
ぞ
」 

ト
コ 

 
「
こ
う
い
ỵ
た
話
は
、
そ
ん
な
仕
事
行
く
前
に
え
い
や
ỵ
み
た
い
な
感
じ
で
す
る
べ
き
じ
Ỷ
な

い
と
思
う
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
か
も
」 

ト
コ 

 

「
あ
と
喋
る
ペ
ổ
ス
早
す
ぎ
て
ち
Ỹ
ỵ
と
感
情
が
付
い
て
け
て
な
い
」 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
う
ん
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
じ
Ỷ
あ
も
う
俺
支
度
し
な
い
と
だ
か
ら
、
考
え
と
い
て
」 

ト
コ 

 

「
分
か
ỵ
た
」 

 

マ
キ
、
ハ
ケ 

♪
シ
ἀ
ワ
ổ
の
音 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
半
端
な
や
つ
め
」 

 

♪
雨
強
ま
る
音 

☼
時
間
経
過 

 

【
５
⽇
】 

時
間
帯
は
夜
中
。 

201

小
野
、
起
床
。
タ
バ
コ
を
吸
い
始
め
る
。 

202

ト
コ
、
布
団
に
寝
て
い
る
。 

 

ト
コ 

 

「
寝
ら
れ
る
訳
な
い
」 

 

ト
コ
、
お
腹
が
空
い
た
様
子 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
日
清
！
」 

 

ト
コ
、
冷
凍
庫
を
物
色
。 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
ん
？
(
的
な
)」 

 

ト
コ
、
謎
の
弁
当
箱
を
発
見
。 

 

ト
コ 

 

「
何
こ
れ
」 
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ト
コ
、
弁
当
箱
を
開
け
る
。
し
か
し
中
身
は
か
な
り
(
数
年
)
経
過
し
て
い
る
様
子
。 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
・
・
・
う
ỳ
？
・
・
・
う
ỳ
？
？
・
・
・
う
ỳ
Ộ
Ộ
Ộ
！
！
？
」 

 

ト
コ
、
再
度
弁
当
箱
を
冷
凍
庫
に
封
印
す
る
。 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
私
は
何
も
知
ら
な
い
・
・
・
」 

 

ト
コ
、
食
べ
る
事
は
諦
め
、
方
針
転
換
し
ス
マ
ホ
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
始
め
る
。 

小
野
、
覗
き
穴
か
ら202

を
覗
く
。 

 

小
野 

 

「
頭
の
悪
そ
う
な
女
め
」 

小
野 

 

「
何
や
ỵ
て
ん
だ
こ
ん
な
夜
中
に
」 

小
野 

 

「
ニ
ἁ
ổ
ス
を
見
な
い
ん
だ
ろ
う
な
。
騒
音
が
き
ỵ
か
け
の
隣
人
ト
ラ
ブ
ル
な
ん
て
腐
る
ほ
ど

あ
る
、
隣
が
俺
じ
Ỷ
な
き
Ỷ
殺
人
事
件
に
な
ỵ
て
る
」 

小
野 

 

「
・
・
・
や
ỵ
ぱ
り
ど
こ
と
な
く
似
て
い
る
。
そ
の
黒
く
て
⾧
い
髪
、
透
き
通
る
よ
う
な
白
い

肌
・
・
・
！
思
春
期
の
俺
の
心
を
掻
き
回
し
た
・
・
・
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
君
を
舐
め
る
よ
う
に
見
た
・
・
・
・
・
・
！
君
を
！
」 

 

ト
コ
、
視
線
を
感
じ
穴
の
方
を
見
て
止
ま
る
。 

 

小
野 

 

「
！
(
退
避
)」 

 

ト
コ
、
視
線
を
切
る
。 

 

小
野 

 

「(
再
び
覗
き
)・
・
・
テ
ỻ
フ
Ỻ
じ
Ỷ
ん
・
・
・
・
・
・(
天
に
)FF

や
り
て
ổ
！
」 

 

ト
コ
、
大
声
に
び
ỵ
く
り
。
後
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
再
開
。 

 

小
野 

 

「
い
や
・
・
・
い
や
何
を
言
ỵ
て
る
ん
だ
・
・
・
生
身
の
人
間
に
対
し
て
・
・
・
」 

 

小
野
、
再
び
覗
き
だ
す
。
タ
バ
コ
の
煙
を
穴
に
吹
き
付
け
た
り
す
る
。 

ト
コ
、
匂
い
に
気
付
く
。 

 

ト
コ 

 

「(
キ
ἂ
ロ
キ
ἂ
ロ
)」 
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小
野 

 

「
バ
レ
る
か
も
し
れ
な
い
」 

ト
コ 

 
「
匂
う
ぞ
」 

小
野 

 
「
だ
け
ど
そ
れ
が
良
い
ん
だ
。
ス
リ
リ
ン
グ
で
、
刺
激
的
だ
。」 

ト
コ 

 

「(
キ
ἂ
ロ
キ
ἂ
ロ
)」 

小
野 

 

「
こ
れ
が
足
り
て
な
い
ん
だ
俺
に
は
、
刺
激
が
。
こ
ỵ
ち
だ
、
ど
こ
見
て
ん
だ
そ
ỵ
ち
じ
Ỷ
な

い
」 

ト
コ 

 

「
ケ
ン
ス
ケ
？
」 

小
野 

 

「
こ
ỵ
ち
だ
！
」 

ト
コ 

 

「(
覗
き
穴
の
方
へ
)・
・
・
あ
れ
？
」 

小
野 

 

「
ス
リ
ル
、
刺
激
。
ス
リ
ル
！
刺
激
！
」 

 

水
田
、
こ
こ
ま
で
に
ぬ
る
ỵ
と
(
か
勢
い
よ
く
)201
に
イ
ン
。 

 

水
田 

 

「
ダ
メ
で
す
よ
小
野
さ
ん
」 

小
野 

 

「
！
！
？
」 

ト
コ 

 

「
気
の
せ
い
か
」 

小
野 

 

「(
唖
然
)」 

水
田 

 

「
煩
悩
に
溢
れ
て
ま
す
ね
Ộ
」 

小
野 

 

「
お
ま
！
何
で
！
」 

水
田 

 

「
今
、
あ
な
た
の
脳
内
に
、
直
接
語
り
掛
け
て
い
ま
す
」 

小
野 

 

「
は
！
？
脳
内
！
？
？
」 

水
田 

 

「
信
じ
る
者
に
し
か
、
私
は
見
え
な
い
し
聞
こ
え
な
い
の
で
す
」 

小
野 

 

「
い
や
別
に
信
じ
て
な
い
け
ど
！
」 

水
田 

 

「
ほ
ら
、
疚
し
い
事
や
煩
悩
が
あ
る
時
、
ど
う
す
る
ん
で
し
た
ỵ
け
？
」 

小
野 

 

「
え
？
」 

水
田 

 

「
ど
う
で
し
Ỹ
う
、
心
が
ス
ổ
ỵ
と
楽
に
な
り
ま
す
よ
」 

小
野 

 

「
ス
ổ
ỵ
と
？
」 

水
田 

 

「
ス
ổ
ổ
ổ
ổ
ổ
ổ
ổ
ổ
ổ
ỵ
(
水
田
、
消
え
る
)」 

小
野 

 

「
お
い
！
」 

ト
コ 

 

「
隣
の
人
、
一
人
で
喋
ỵ
て
る
ổ
ổ
ổ
！
」 

小
野 

 

「
ク
ソ
ỿ
！
」 

ト
コ 

 

「
怖
い
Ộ
Ộ
Ộ
！
」 

 

小
野
、
貰
ỵ
た
リ
コ
ổ
ダ
ổ
を
探
し
始
め
る
。 

 

ト
コ 

 

「(
電
話
)
も
し
も
し
ổ
出
て
Ộ
Ộ
・
・
・
無
理
で
す
か
そ
う
で
す
か
」 
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小
野
、
貰
ỵ
た
リ
コ
ổ
ダ
ổ
を
発
見
し
、JIT

T
ER

IN
'JIN

N

『
夏
祭
り
』
を
吹
き
始
め
る
。 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
何
で
Ộ
Ộ
！
」 

 

♪JIT
T

ER
IN

'JIN
N

『
夏
祭
り
』 

☼
暗
転 

 

【
６
⽇
】 

☼202

地
明
か
りC

I 

ト
コ
、
タ
ジ
マ
、202

に
板
付
き
。 

 

タ
ジ
マ 

「
ヤ
バ
」 

ト
コ 

 

「
え
、
普
通
そ
う
な
る
よ
ね
、
普
通
そ
れ
だ
よ
ね
」 

タ
ジ
マ 

「
ト
コ
、
適
応
し
て
ん
じ
Ỷ
ん
」 

ト
コ 

 

「
そ
れ
ね
Ộ
Ộ
マ
ジ
強
者
」 

タ
ジ
マ 

「
ク
ズ
の
面
倒
見
ん
の
好
き
ね
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
ほ
ỵ
と
い
た
ら
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
感
じ
が
さ
、
ど
う
に
も
刺
さ
る
の
よ
」 

タ
ジ
マ 

「
元
カ
レ
死
ん
で
る
？
」 

ト
コ 

 

「
可
能
性
あ
る
」 

タ
ジ
マ 

「
ワ
ロ
タ
。
あ
、
そ
う
そ
う
土
産
持
ỵ
て
来
た
の
、
要
る
？
」 

ト
コ 

 

「
何
々
？
」 

タ
ジ
マ 

「
当
て
て
み
？
絶
対
分
か
る
」 

ト
コ 

 

「
い
や
ノ
ổ
ヒ
ン
ト
」 

タ
ジ
マ 

「
す
げ
ổ
よ
？
ヒ
ン
ト
。
す
げ
ổ
し
て
る
よ
？
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
え
分
か
ん
な
い
」 

タ
ジ
マ 

「(
取
り
出
し
)
は
い
」 

ト
コ 

 

「
お
お
Ộ551

！
」 

タ
ジ
マ 

「
ト
コ
、
鼻
死
ん
で
ね
？
も
う
さ
ỵ
き
か
ら
凄
か
ỵ
た
よ
？551

臭
。
鼻
突
き
抜
け
て
後
頭
部

く
ら
い
ま
で
来
て
た
よ
？
」 

ト
コ 

 

「
え
Ộ
全
然
気
付
か
な
か
ỵ
た
」 

タ
ジ
マ 

「
こ
の
部
屋
臭
い
か
ら
ỵ
し
Ỹ
？
マ
ジ
適
応
し
て
ん
じ
Ỷ
ん
。
環
境
に
合
わ
せ
て
嗅
覚
死
ん
で

ん
じ
Ỷ
ん
」 

ト
コ 

 

「
や
ば
、
シ
ἂ
ỿ
ク
計
り
知
れ
ね
え
。
そ
れ
か
ほ
ら
、
寝
不
足
で
ほ
ら
、
色
々
鈍
ỵ
て
る
的
な

ほ
ら
」 

タ
ジ
マ 

「
ほ
ら
ほ
ら
う
る
せ
え
な
」 
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ト
コ 

 

「
そ
ん
な
怒
ん
な
ỵ
て
ん
だ
よ
お
Ộ
Ộ
Ộ
」 

タ
ジ
マ 
「(
威
嚇
)」 

ト
コ 

 
「
ほ
ら
Ự
Ộ
Ộ
Ộ
」 

タ
ジ
マ 

「
ま
た
言
ỵ
た
！
」 

ト
コ 

 

「
て
か
マ
ジ
で
そ
れ
な
ｗ
ｗ
ｗ
メ
ド
レ
ổ
ｗ
ｗ
ｗ
マ
ジ
睡
眠
不
足
ｗ
ｗ
ｗ
」 

タ
ジ
マ 

「(
釣
ら
れ
て
笑
う
)
え
？
ｗ
何
が
？
？
ｗ
何
が
メ
ド
レ
ổ
？
？
ｗ
」 

ト
コ 

 

「
ジ
ỿ
タ
リ
ン
ジ
ン
ｗ
ｗ
ｗ
」 

タ
ジ
マ 

「
ヒ
ἀ
ổ
ổ
ổ
ỿ
！
！
(
引
き
笑
い
)」 

ト
コ 

 

「
夜
中
の
ｗ
ｗ
ｗ
３
時
か
ら
ｗ
ｗ
ｗ
朝
ま
で
ｗ
ｗ
ｗ
笛
で
ｗ
ｗ
ｗ
ジ
ỿ
タ
リ
ン
ジ
ン
メ
ド
レ
ổ

ｗ
ｗ
ｗ
」 

タ
ジ
マ 

「
ヒ
ἀ
ổ
ỿ
！
！
ｗ
ｗ
懐
か
し
過
ぎ
ｗ
ｗ551

く
せ
え
！
！
ｗ
ｗ
」 

 

会
話
中
ど
こ
か
で
マ
キ202

に
入
ỵ
て
い
る
。 

依
然
馬
鹿
笑
い
を
し
て
い
る
ト
コ
と
タ
ジ
マ
を
見
て
い
る
マ
キ
。 

 

マ
キ 

 

「
え
？
何
こ
れ
？
」 

タ
ジ
マ 

「
ね
え
来
た
ん
だ
け
ど
彼
氏
！
」 

ト
コ 

 

「
ヤ
バ
ウ
ケ
る
ｗ
ｗ
」 

マ
キ 

 

「
ど
う
し
た
の
？
シ
ἀ
ブ
？
」 

タ
ジ
マ 

「
シ
ἀ
ブ
ち
Ỷ
う
わ
ボ
ケ
え
」 

ト
コ 

 

「
お
前
人
の
彼
氏
に
ボ
ケ
と
か
言
う
な
よ
！
」 

マ
キ 

 

「
え
ỵ
と
？
お
友
達
？
呼
ぶ
な
ら
呼
ぶ
ỵ
て
言
ỵ
て
よ
」 

ト
コ 

 

「
だ
ỵ
て
な
か
な
か
帰
ỵ
て
来
な
い
か
ら
」 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
、
結
局
打
ち
上
げ
ま
で
付
き
合
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
た
」 

ト
コ 

 

「
そ
れ
は
連
絡
し
ろ
よ
！
隣
が
う
る
さ
く
て
超
怖
か
ỵ
た
！
」 

マ
キ 

 

「
あ
、
だ
か
ら
」 

ト
コ 

 

「
ラ
イ
ン
返
せ
！
」 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
、
あ
ん
ま
携
帯
見
て
な
か
ỵ
た
。
返
す
よ
次
は
ち
Ỷ
ん
と
」 

タ
ジ
マ 

「
絶
対
し
な
い
や
つ
だ
よ
ね
え
こ
れ
」 

ト
コ 

 

「
ね
ổ
」 

マ
キ 

 

「
隣
大
丈
夫
だ
ỵ
た
？
来
た
り
し
な
か
ỵ
た
？
」 

ト
コ 

 

「
え
」 

タ
ジ
マ 

「
え
」 

ト
コ 

 

「
来
る
事
あ
ん
の
？
」 

マ
キ 
 

「
た
ま
に
、
ヤ
バ
い
人
だ
か
ら
」 

タ
ジ
マ 

「
怖
す
ぎ
ん
だ
ろ
そ
れ
は
！
(
壁
の
方
に
)」 
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ト
コ 

 

「
ね
え
ち
Ỹ
ỵ
と
！
威
嚇
行
動
や
め
て
！
」 

マ
キ 

 
「
心
や
ỵ
て
働
け
な
い
ん
だ
ỵ
て
、
管
理
会
社
の
人
が
言
ỵ
て
た
」 

タ
ジ
マ 
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ổ
終
わ
ỵ
て
ん
な
」 

マ
キ 

 

「
そ
れ
か
ら
も
う
、
目
に
付
く
人
み
ん
な
敵
み
た
い
に
な
ỵ
て
、
ん
で
ナ
マ
ポ
で
引
き
籠
ỵ
て

る
」 

ト
コ 

 

「
可
哀
そ
う
な
人
じ
Ỷ
ん
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
。
ま
あ
実
際
手
出
し
て
き
た
り
は
な
い
か
ら
良
い
け
ど
。
せ
い
ぜ
い
夜
中
呻
い
て
た

り
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
ウ
チ
覗
い
て
た
り
す
る
く
ら
い
」 

タ
ジ
マ 

「
も
う
引
ỵ
越
せ
よ
！
」 

マ
キ 

 

「
そ
れ
で
え
ỵ
と
、
こ
の
、
元
気
な
お
友
達
は
」 

タ
ジ
マ 

「
友
達
ち
Ỷ
う
わ
ボ
ケ
え
！
」 

ト
コ 

 

「
ボ
ケ
や
め
ろ
人
の
彼
氏
に
」 

タ
ジ
マ 

「
ヒ
ἀ
ỿ
ハ
！
誰
？
ỵ
て
顔
し
て
る
！
」 

マ
キ 

 

「
そ
り
Ỷ
ね
、
自
分
ち
に
知
ら
な
い
人
が
居
る
状
態
で
す
か
ら
。
誰
？
ỵ
て
な
ら
な
い
方
が
無

理
あ
る
ỵ
て
言
う
か
」 

タ
ジ
マ 

「
相
棒
ỵ
す
わ
」 

マ
キ 

 

「
相
棒
ỵ
て
言
葉
マ
ジ
で
使
う
タ
イ
プ
か
ổ
」 

タ
ジ
マ 

「
若
い
頃
！
何
で
も
一
緒
に
や
ỵ
た
よ
な
あ
！
」 

マ
キ 

 

「
シ
ἀ
ブ
と
か
？
」 

タ
ジ
マ 

「
や
ỵ
た
よ
お
！
良
い
思
い
出
だ
よ
な
あ
！
」 

ト
コ 

 

「
落
ち
着
い
て
、
シ
ἀ
ブ
は
や
ỵ
て
な
い
」 

タ
ジ
マ 

「
や
ỵ
て
な
い
か
も
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
い
え
ば
俺
、
ト
コ
ち
Ỷ
ん
が
若
い
頃
何
や
ỵ
て
た
の
か
と
か
全
然
知
ら
な
い
わ
」 

ト
コ 

 

「
言
ỵ
て
な
い
か
ら
ね
、
で
も
ウ
チ
ら
ず
ỵ
と
一
緒
よ
ね
」 

マ
キ 

 

「
へ
え
、
知
り
た
い
な
昔
の
話
」 

タ
ジ
マ 

「
そ
り
Ỷ
努
力
と
挑
戦
の
１
０
代
２
０
代
よ
。
と
に
か
く
面
白
そ
う
な
事
全
部
や
ỵ
た
よ
ね
」 

ト
コ 

 

「
働
き
た
く
な
か
ỵ
た
し
ね
、
ユ
ổ
チ
ἁ
ổ
バ
ổ
と
か
」 

タ
ジ
マ 

「
す
き
家
の
紅
し
Ỹ
う
が
に
青
酸
カ
リ
突
ỵ
込
ん
で
み
た
と
か
ね
」 

ト
コ 

 

「
あ
れ
は
傑
作
だ
ỵ
た
ね
え
」 

マ
キ 

 

「
迷
惑
系
か
ổ
」 

タ
ジ
マ 

「
二
人
で
プ
ロ
を
目
指
す
ỵ
て
毎
朝
早
起
き
し
た
り
ね
」 

ト
コ 

 

「
め
ỵ
ち
Ỷ
並
ん
だ
ね
Ộ
難
し
い
世
界
だ
ỵ
た
ね
Ộ
パ
チ
プ
ロ
」 

タ
ジ
マ 

「
ニ
ἁ
ổ
ダ
イ
エ
イ
と
か
ね
」 

ト
コ 

 

「
な
つ
い
Ộ
Ộ
！
」 

マ
キ 
 

「
何
故
か
埼
玉
の
パ
チ
ン
コ
屋
だ
」 

タ
ジ
マ 

「
芸
人
目
指
す
ỵ
て
オ
ổ
デ
ỻ
シ
ἂ
ン
受
け
て
滑
り
ま
く
ỵ
た
り
ね
」 
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ト
コ 

 

「
時
代
を
先
取
り
し
過
ぎ
た
リ
ズ
ム
系
漫
才
や
ỵ
た
ね
Ộ
。
ペ
ỿ
タ
ン
コ
ổ
ỵ
て
ね
Ộ
」 

マ
キ 

 
「
凄
い
ね
、
マ
ジ
で
楽
し
い
事
全
部
し
て
ん
じ
Ỷ
な
い
？
」 

タ
ジ
マ 
「
ヘ
ヘ
ỵ
。
ま
あ
ね
」 

 

マ
キ
、
布
団
に
倒
れ
込
む
的
な 

 

マ
キ 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
限
界
。
眠
い
」 

ト
コ 

 

「
ね
え
ổ
風
呂
入
ỵ
て
か
ら
布
団
入
ỵ
て
よ
」 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
」 

ト
コ 

 

「
あ
、
て
か
さ
！
ヤ
バ
イ
の
見
付
け
た
ん
だ
け
ど
！
」 

 

ト
コ
、
冷
凍
庫
よ
り
弁
当
箱
を
取
り
出
す
。 

 

ト
コ 

 

「
こ
れ
い
つ
の
！
？
」 

マ
キ 

 

「
三
、
四
年
前
？
」 

ト
コ 

 

「(
悲
鳴
)」 

タ
ジ
マ 

「
が
ち
？
」 

マ
キ 

 

「
嘘
。
先
週
」 

ト
コ 

 

「
じ
Ỷ
あ
チ
ン
し
て
今
か
ら
食
べ
れ
る
？
」 

マ
キ 

 

「
無
理
」 

ト
コ 

 

「
じ
Ỷ
あ
捨
て
る
よ
」 

マ
キ 

 

「
あ
ổ
、
し
ま
ỵ
と
い
て
」 

ト
コ 

 

「
マ
キ
君
作
ỵ
た
の
？
こ
れ
」 

マ
キ 

 

「(
無
視
)
え
、
て
か
今
日
、
バ
イ
ト
の
面
接
ỵ
て
言
ỵ
て
な
か
ỵ
た
？
」 

ト
コ 

 

「
無
理
だ
ỵ
た
、
寝
て
な
く
て
」 

マ
キ 

 

「
そ
ỵ
か
」 

タ
ジ
マ 

「
ま
あ
そ
れ
は
し
Ỷ
ổ
な
い
」 

ト
コ 

 

「
そ
う
。
し
Ỷ
ổ
な
い
(
弁
当
箱
を
タ
ジ
マ
に
渡
す
)」 

タ
ジ
マ 

「(
無
声
音
で
悲
鳴
を
上
げ
な
が
ら
弁
当
箱
を
冷
凍
庫
に
し
ま
う
)」 

マ
キ 

 

「
ぶ
ỵ
ち
？
」 

ト
コ 

 

「
ぶ
ỵ
ち
。
ま
た
探
す
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
だ
ね
・
・
・
お
金
必
要
だ
か
ら
ね
、
色
々
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
二
人
で
頑
張
ら
な
い
と
ỵ
て
話
し
た
も
ん
ね
・
・
・
話
し
た
？
」 

ト
コ 
 

「
い
や
」 

タ
ジ
マ 

「
え
？
け
ỵ
こ
う
困
ỵ
て
る
感
じ
？
貸
そ
う
か
？
」 



24 

 

ト
コ 

 

「
マ
キ
君
も
」 

マ
キ 

 
「
？
」 

ト
コ 

 
「
だ
か
ら
あ
ん
ま
飲
み
会
と
か
行
か
な
い
で
欲
し
い
、
か
も
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
だ
ね
、
分
か
ỵ
た
」 

タ
ジ
マ 

「
・
・
・
う
ん
、
大
丈
夫
そ
う
か
」 

ト
コ 

 

「
て
か
さ
！
風
呂
！
入
ỵ
て
よ
！
」 

マ
キ 

 

「
眠
い
ん
だ
も
ん
、
起
こ
し
て
よ
」 

ト
コ 

 

「
何
し
た
ら
起
き
る
？
」 

マ
キ 

 

「
ん
Ộ
Ộ
・
・
・
」 

タ
ジ
マ 

「
あ
れ
？
エ
ロ
い
事
始
ま
る
？
」 

マ
キ 

 

「
あ
れ
し
て
よ
、
時
代
を
先
取
り
し
過
ぎ
た
リ
ズ
ム
系
漫
才
」 

ト
コ 

 

「
え
Ộ
だ
る
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
衝
撃
で
」 

ト
コ 

 

「
で
も
一
人
足
り
な
い
か
ら
さ
」 

マ
キ 

 

「
ト
リ
オ
だ
ỵ
た
の
？
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
」 

タ
ジ
マ 

「
ま
あ
で
も
、
イ
マ
ジ
ナ
リ
ổ
で
い
け
ỵ
し
Ỹ
」 

ト
コ 

 

「
何
で
や
る
気
満
々
な
の
？
」 

マ
キ 

 

「
見
た
い
見
た
ổ
い
」 

ト
コ 

 

「
し
Ỷ
ổ
な
い
な
あ
。
簡
略
版
だ
よ
？
」 

タ
ジ
マ 

「
お
ỵ
し
Ỷ
」 

ト
コ 

 

「
イ
ギ
リ
ス
で
、
餅
突
こ
う
ぜ
ổ
！
」 

 

☼
照
明
変
化 

 

ữ
ữ
ữ
ữ
ữ
ữ
漫
才
タ
イ
ム
こ
こ
か
ら
ữ
ữ
ữ
ữ
ữ
ữ 

 

① 

二
人
、
手
を
重
ね
る
(
円
陣
の
形
) 

② 

小
野
、
円
陣
に
入
ỵ
て
来
る
。 

③ 

ト
コ
「
絶
対
に
Ộ
、
成
功
さ
せ
よ
う
ね
Ộ
」 

④ 

ト
コ
、
一
人
で
頷
き
そ
の
位
置
に
移
動
し 

⑤ 

ト
コ
「
絶
対
に
Ộ
、
成
功
さ
せ
よ
う
ね
Ộ
」 

⑥ 

小
野
、
頷
く 

⑦ 

小
野
「
絶
対
に
Ộ
、
成
功
さ
せ
よ
う
ね
Ộ
」 

⑧ 

タ
ジ
マ
、
戸
惑
い
な
が
ら
頷
く 

⑨ 

タ
ジ
マ
「
絶
対
に
Ộ
、
成
功
さ
せ
よ
う
ね
Ộ
」 
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⑩ 
ト
コ
、
小
野
、
微
笑
み
な
が
ら
頷
く 

⑪ 

ト
コ
「
お
餅
を
、
突
く
時
の
掛
け
声
は
」 

⑫ 

ト
コ
小
野
「
あ
り
ま
ổ
す
」
タ
ジ
マ
「
ぺ
ỵ
た
ん
こ
Ộ
あ
あ
る
と
か
無
い
と
か
な
ん
だ
、
ぺ
ỵ
た
ん

こ
Ộ
ỵ
て
言
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
た
よ
」 

⑬ 

餅
つ
き
の
位
置
に
セ
ỿ
テ
ỻ
ン
グ…

ト
コ
と
小
野
両
脇
で
返
し
手
、
タ
ジ
マ
は
中
央
で
突
き
手 

⑭ 

い
よ
い
よ
ỵ
て
と
こ
ろ
で
・
・
・ 

 

ữ
ữ
ữ
ữ
ữ
ữ
漫
才
タ
イ
ム
こ
こ
ま
で
ữ
ữ
ữ
ữ
ữ
ữ 

 

マ
キ 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
待
ỵ
て
ち
Ỹ
ỵ
と
待
ỵ
て
」 

タ
ジ
マ 

「
？
」 

マ
キ 

 

「
何
か
一
人
・
・
・
余
分
じ
Ỷ
な
い
？
」 

タ
ジ
マ 

「
あ
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
そ
う
な
の
、
明
ら
か
に
余
分
な
の
」 

マ
キ 

 

「
二
人
で
充
分
だ
よ
ね
？
」 

タ
ジ
マ 

「
素
人
目
に
も
分
か
る
か
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
分
か
る
ỵ
し
Ỹ
」 

ト
コ 

 

「
ま
あ
そ
ん
な
こ
ん
な
で
ね
、
方
々
か
ら
要
ら
な
い
奴
が
居
る
ỵ
て
言
わ
れ
続
け
た
結
果
、
そ

い
つ
は
拗
ね
て
ど
こ
か
へ
行
ỵ
て
し
ま
い
ま
し
た
」 

マ
キ 

 

「
可
哀
そ
う
に
」 

タ
ジ
マ 

「
そ
れ
だ
け
じ
Ỷ
な
い
け
ど
ね
、
理
由
」 

ト
コ 

 

「
ね
え
！
」 

マ
キ 

 

「(
寝
る
)」 

ト
コ 

 

「
起
き
な
い
じ
Ỷ
ん
！
・
・
・
も
う
い
い
や
外
出
よ
」 

タ
ジ
マ 

「
あ
、
う
ん
」 

 

ト
コ
ハ
ケ 

 

タ
ジ
マ 

「
じ
Ỷ
あ
、
お
邪
魔
し
ま
し
た
ổ
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
す
ん
ま
せ
ん
、
何
の
お
か
ま
い
も
出
来
ず
」 

タ
ジ
マ 

「
い
や
急
に
お
邪
魔
し
ち
Ỷ
ỵ
た
ん
で
、
あ
、
荷
物
置
い
と
く
ん
で
ま
た
戻
ỵ
て
来
ま
す
ね
」 

マ
キ 

 

「
相
棒
か
あ
」 

タ
ジ
マ 

「
？
」 

マ
キ 

 

「
い
や
。
俺
の
知
ら
な
い
ト
コ
ち
Ỷ
ん
知
ỵ
て
る
の
、
良
い
な
ổ
ỵ
て
」 

タ
ジ
マ 

「
わ
、
キ
モ
」 

マ
キ 

 

「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」 
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タ
ジ
マ 

「
は
ổ
い
」 

 

タ
ジ
マ
、
ハ
ケ 

マ
キ
、
そ
の
ま
ま
ウ
ト
ウ
ト
か
ら
の
寝
る
。 

 

【
７
⽇
】 

☼
照
明
変
化 

水
田
、
こ
こ
ま
で
に
ぬ
る
ỵ
と201
に
居
る
。 

 

小
野 

 

「
実
際
の
と
こ
ろ
」 

水
田 

 

「
は
い
」 

小
野 

 

「
ス
ổ
ỵ
と
、
心
が
楽
に
な
ỵ
た
感
覚
は
あ
り
ま
し
た
」 

水
田 

 

「
は
い
」 

小
野 

 

「
今
ま
で
こ
う
、
脳
内
を
ぬ
る
い
膜
が
張
ỵ
て
目
の
前
が
見
え
に
く
い
と
い
う
か
、
何
か
を
す

る
に
も
何
か
を
考
え
る
に
も
膜
が
気
に
な
ỵ
て
手
に
付
か
な
い
み
た
い
な
」 

水
田 

 

「
は
い
は
い
」 

小
野 

 

「
そ
う
ゆ
う
様
な
感
覚
が
あ
ỵ
た
ん
で
す
け
ど
、
あ
の
夜
、
脳
内
に
あ
な
た
が
現
れ
て
」 

水
田 

 

「
脳
内
に
で
す
か
(
笑
)」 

小
野 

 

「
そ
う
で
す
。
言
ỵ
て
ま
し
た
し
そ
う
」 

水
田 

 

「
覚
え
て
な
い
な
あ
、
脳
内
だ
か
ら
か
な
あ
(
笑
)」 

小
野 

 

「
そ
れ
か
ら
こ
う
、
膜
が
取
り
除
か
れ
た
と
い
う
か
」 

水
田 

 

「
リ
コ
ổ
ダ
ổ
の
澄
ん
だ
音
色
が
、
そ
の
邪
悪
な
膜
を
打
ち
滅
ぼ
し
た
ん
で
す
よ
」 

小
野 

 

「
そ
う
い
う
事
だ
ỵ
た
・
・
・
ん
で
す
ね
」 

水
田 

 

「
は
い
」 

小
野 

 

「
と
こ
ろ
で
、
そ
の
・
・
・
」 

水
田 

 

「
ソ
フ
ỻ
ア
の
翼
」 

小
野 

 

「
そ
う
で
す
、
そ
れ
ỵ
て
何
と
い
う
か
、
あ
の
、
一
体
ど
う
い
う/

」 

水
田 

 

「
あ
、
教
義
的
な
？
」 

小
野 

 

「
教
義
？
」 

水
田 

 

「
あ
、
教
義
じ
Ỷ
な
い
か
(
笑
)
そ
れ
じ
Ỷ
ま
る
で
宗
教
で
す
も
ん
ね
(
笑
)
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
す
か
ら
。
な
の
で
目
標
的
な
？
」 

小
野 

 

「
そ
う
そ
う
そ
う
ゆ
う
の
ỵ
て
」 

水
田 

 

「
国
家
転
覆
で
す
」 

小
野 

 

「
・
・
・
え
？
」 

水
田 
 

「
・
・
・
あ
何
か
ち
Ỹ
ỵ
と
恥
ず
か
し
い
か
も
」 

小
野 

 

「
何
で
？
え
て
か
国
家
転
覆
？
」 
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水
田 

 

「
は
い
。
あ
の
、
な
り
た
い
な
、
専
制
君
主
」 

小
野 

 
「
え
、
ヤ
バ
」 

水
田 

 
「
え
？
」 

小
野 

 

「
こ
わ
」 

水
田 

 

「
怖
く
な
い
！
」 

小
野 

 

「
う
お
」 

水
田 

 

「
怖
く
な
い
決
し
て
！
決
し
て
怖
く
な
い
！
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 

水
田 

 

「
失
礼
、
取
り
乱
し
ま
し
た
。」 

小
野 

 

「
え
え
」 

水
田 

 

「
ま
あ
で
も
結
局
ね
、
目
標
で
し
Ỹ
？
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
か
ら
、
こ
の
辺
の
人
達
のIT

技

術
の
向
上
と
か
じ
Ỷ
な
い
す
か
？
知
ら
ん
け
ど
」 

小
野 

 

「
そ
ん
な
投
げ
や
り
な
・
・
・
」 

 

♪202

に
着
信
音 

し
か
し
、
マ
キ
は
切
ỵ
て
し
ま
う
。 

 

小
野 

 

「
あ
と
気
に
な
ỵ
て
る
事
が
あ
ỵ
て
。
何
で
俺
な
ん
か
に
こ
ん
な
、
わ
ざ
わ
ざ
来
て
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
ま
で
く
れ
て
」 

水
田 

 

「
あ
Ộ
」 

小
野 

 

「
何
か
そ
ん
な
、
打
算
を
疑
ỵ
て
る
訳
じ
Ỷ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
不
思
議
だ
な
ỵ
て
。
俺
ỵ
て

も
う
人
生
終
わ
ỵ
て
る
し
」 

水
田 

 

「
ず
ỵ
と
雨
降
ỵ
て
る
じ
Ỷ
な
い
で
す
か
」 

小
野 

 

「
あ
あ
、
ま
あ
こ
こ
最
近
、
雨
多
い
で
す
よ
ね
」 

水
田 

 

「
洪
水
が
起
き
る
ん
で
す
よ
」 

小
野 

 

「
洪
水
？
」 

水
田 

 

「
は
い
。
怠
惰
な
生
活
に
慣
れ
切
ỵ
た
人
間
、
主
に
新
宿
区
の
人
間
に
対
し
、
神
様
が
怒
ỵ
て

大
洪
水
を
起
こ
す
ん
で
す
」 

小
野 

 

「
そ
れ
で
？
」 

水
田 

 

「
そ
れ
で
大
体
死
に
ま
す
」 

小
野 

 

「
そ
う
な
ん
す
か
？
」 

水
田 

 

「
そ
り
Ỷ
そ
う
で
す
よ
、
新
宿
区
に
住
ん
で
る
人
間
な
ん
て
全
員
心
が
汚
れ
き
ỵ
て
ま
す
か

ら
。
心
が
隅
田
川
み
た
い
！
」 

小
野 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
よ
く
分
か
ん
な
い
で
す
」 

 

♪202

に
着
信
音
(
何
コ
ổ
ル
か
で
切
る
) 
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し
か
し
、
マ
キ
は
気
付
か
な
い 

 

水
田 

 
「
た
だ
ね
、
羊
の
家
は
大
洪
水
で
も
浮
か
ぶ
よ
う
に
出
来
て
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
あ
な
た
を
お

招
き
し
た
い
」 

小
野 

 

「
・
・
・
何
で
俺
？
」 

水
田 

 

「
あ
な
た
は
澄
ん
だ
心
を
お
持
ち
だ
、
清
流
の
よ
う
。」 

小
野 

 

「
何
だ
そ
れ
、
や
め
て
下
さ
い
」 

水
田 

 

「
今
の
あ
な
た
の
状
態
は
、
理
不
尽
な
環
境
汚
染
に
晒
さ
れ
て
い
る
だ
け
。
新
宿
の
人
間
が
隅

田
川
な
ら
あ
な
た
は
こ
う/
」 

小
野 

 

「
だ
か
ら
や
め
ろ
ỵ
て
」 

水
田 

 

「
・
・
・
」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 

水
田 

 

「
新
宿
の
人
間
が
隅
田
川
な
ら
あ
な
た
は/

」 

小
野 

 

「
だ
か
ら
」 

水
田 

 

「
あ
な
た
は
高
知
県
の
川
で
す
」 

小
野 

 

「
・
・
・
何
な
ん
だ
よ
も
ổ
」 

水
田 

 

「
四
万
十
川
で
す
」 

小
野 

 

「
心
が
綺
麗
か
ど
う
か
な
ん
て
何
の
意
味
も
無
い
じ
Ỷ
な
い
で
す
か
。
だ
ỵ
て
別
に
、
何
か
悪

さ
を
し
た
か
ら
こ
う
な
ỵ
て
る
訳
じ
Ỷ
な
い
ん
で
す
よ
」 

水
田 

 

「
は
い
」 

小
野 

 

「
死
な
な
い
様
に
生
き
て
き
た
だ
け
で
、
特
段
努
力
を
し
た
訳
で
も
な
い
け
ど
、
悪
意
と
か
一

つ
も
無
く
て
」 

水
田 

 

「
は
い
」 

小
野 

 

「
人
間
関
係
ト
ラ
ブ
ỵ
て
鬱
に
な
ỵ
た
の
も
、
プ
ロ
ゲ
ổ
マ
ổ
目
指
し
て
引
き
籠
ỵ
た
の
も
、

金
が
無
い
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
ば
ỵ
か
り
食
べ
て
体
壊
し
た
の
も
。
別
に
何
も
悪
意
な
ん
て

無
く
て
、
い
や
む
し
ろ
そ
の
時
そ
の
時
を
自
分
な
り
に
生
き
た
い
と
思
ỵ
た
結
果
」 

水
田 

 

「
は
い
」 

小
野 

 

「
結
果
、
人
生
詰
ん
で
ま
し
た
」 

水
田 

 

「
な
る
ほ
ど
で
す
・
・
・
甘
ỵ
た
れ
ん
な
ブ
ス
」 

小
野 

 

「
え
？
」 

水
田 

 

「
え
？
あ
間
違
え
た
、
口
を
突
い
て
出
た
」 

小
野 

 

「
だ
か
ら
ま
あ
、
心
が
綺
麗
か
ど
う
か
な
ん
て
関
係
無
い
、
こ
の
世
界
は
そ
ん
な
事
じ
Ỷ
存
在

価
値
に
な
ら
な
い
ん
で
す
」 

水
田 

 

「
説
く
ね
Ộ
。
で
も
ね
、
だ
か
ら
良
い
ん
で
す
よ
あ
な
た
は
。
凄
ま
じ
い
自
己
嫌
悪
、
い
や
謙

遜
。
そ
ん
く
ら
い
が
丁
度
良
い
！
」 

小
野 

 

「
馬
鹿
に
し
て
ま
す
？
」 
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水
田 

 

「
し
て
な
い
！
」 

小
野 

 
「
・
・
・
ま
あ
、
良
い
で
す
け
ど
」 

水
田 

 
「
あ
な
た
に
は
使
命
が
必
要
で
す
」 

小
野 

 

「
使
命
？
」 

水
田 

 

「
純
粋
で
綺
麗
な
心
で
す
が
使
命
が
無
い
か
ら
甘
ỵ
た
れ
ブ
ス
に
な
る
ん
で
す
」 

小
野 

 

「
何
で
す
か
使
命
ỵ
て
」 

水
田 

 

「
生
き
延
び
る
事
で
す
」 

小
野 

 

「
生
き
延
び
る
事
・
・
・
そ
も
そ
も
存
在
価
値
が
無
い
僕
が
？
」 

水
田 

 

「
生
き
延
び
て
、
そ
の
四
万
十
川
の
様
な
心
で
、
皆
を
導
い
て
下
さ
い
」 

小
野 

 

「
導
く
？
」 

水
田 

 

「
だ
か
ら
ウ
チ
の
教
室
に
入
ỵ
て
、
し
ỵ
か
り
学
ん
で
、
来
る
べ
き
時
の
為
に
蓄
え
る
ん
で

す
。
知
識
と
力
を
。
あ
な
た
の
存
在
価
値
は
そ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
ん
で
す
」 

小
野 

 

「
・
・
・
・
・
・
パ
ソ
コ
ン
が
出
来
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
で
す
け
ど
」 

水
田 

 

「
お
？
」 

小
野 

 

「(
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
)」 

水
田 

 

「
口
角
上
が
ỵ
て
る
？
」 

小
野 

 

「
こ
の
感
じ
、
世
界
崩
壊
の
後
に
導
く
、
み
た
い
な
。FF6

に
似
て
る
な
あ
ỵ
て
」 

水
田 

 

「FF6

」 

小
野 

 

「
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
、FF

。
世
界
観
と
・
・
・
キ
ἀ
ラ
が
、
と
て
も
魅
力
的
」 

水
田 

 

「
は
あ
」 

小
野 

 

「
・
・
・
は
い
。
そ
ん
だ
け
で
す
」 

水
田 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
あ
れ
で
す
ね
、
や
は
り
小
野
さ
ん
は
引
き
籠
り
過
ぎ
て
る
。
ど
う
で
す
か
？
散
歩

で
も
。
雨
で
も
外
に
出
る
と
、
少
し
元
気
が
出
ま
す
よ
」 

 

小
野
、
水
田
、
出
て
行
く
。 

 

【
８
⽇
】 

☼
照
明
変
化 

♪
ド
ビ
ἁ
ỿ
シ
ổ
『
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
』 

シ
ズ
エ
(
濡
れ
て
る
)、202

に
入
ỵ
て
来
る
。 

 

シ
ズ
エ 

「
ま
だ
居
ん
じ
Ỷ
ん
」 

 

シ
ズ
エ
、
シ
ổ
ン
１
で
使
ỵ
た
タ
オ
ル
で
色
々
拭
き
つ
つ 

 

シ
ズ
エ 

「
風
呂
借
り
て
良
い
？
」 
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マ
キ 

 

「(
寝
ぼ
け
つ
つ
)
ん
？
良
い
よ
」 

 

シ
ズ
エ
、
水
回
り
の
方
に
行
く
。 

♪
シ
ἀ
ワ
ổ
の
音 

し
ば
ら
く
間 

 

シ
ズ
エ 

「
Ỵ
お
！
ガ
ス
！
出
た
！
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
う
ん
」 

 

し
ば
ら
く
間 

 

マ
キ 

 

「
は
？
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
は
？
は
？
？
・
・
・
え
？
？
？
」 

 

♪
シ
ἀ
ワ
ổ
閉
め
る
音 

シ
ズ
エ
、
戻
ỵ
て
来
る
。 

 

シ
ズ
エ 

「
久
し
ぶ
り
ỵ
」 

マ
キ 

 

「
え
？
・
・
・
い
や
い
や
い
や
い
や
」 

 

マ
キ
、
シ
ズ
エ
に
触
れ
る 

 

マ
キ 

 

「
実
体
だ
！
」 

シ
ズ
エ 

「
そ
う
だ
よ
！
」 

マ
キ 

 

「
は
あ
あ
あ
！
？
」 

シ
ズ
エ 

「
デ
カ
い
よ
声
が
！
隣
来
る
よ
！
」 

マ
キ 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
マ
ジ
で
意
味
分
か
ん
な
い
」 

シ
ズ
エ 

「
て
か
ま
だ
居
る
ん
？
鬱
ナ
マ
ポ
覗
き
お
じ
！
」 

マ
キ 

 

「
ね
え
ね
え
ね
え
」 

シ
ズ
エ 

「
わ
ổ
！
こ
の
穴
ま
だ
開
い
て
ん
じ
Ỷ
ん
！
」 

マ
キ 

 

「
ね
え
ỵ
て
！
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
は
い
」 

マ
キ 

 

「
何
で
居
ん
の
？
」 

シ
ズ
エ 

「
死
ん
で
な
い
か
な
ỵ
て
」 

マ
キ 
 

「
は
？
」 

シ
ズ
エ 

「
マ
キ
が
」 



31 

 

マ
キ 

 

「
・
・
・
こ
こ
に
、
何
を
思
ỵ
て
急
に
現
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
」 

シ
ズ
エ 
「
え
？
」 

マ
キ 

 
「
死
ん
で
る
訳
無
い
し
」 

シ
ズ
エ 

「
人
間
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ん
な
い
よ
」 

マ
キ 

 

「
い
や
、
そ
う
ゆ
う
事
じ
Ỷ
な
く
て
」 

シ
ズ
エ 

「(
笑
)」 

マ
キ 

 

「
何
だ
よ
」 

シ
ズ
エ 

「
目
が
マ
ジ
(
笑
)」 

マ
キ 

 

「
・
・
・(
溜
息
)」 

 

ち
Ỹ
い
間 

 

マ
キ 

 

「
・
・
・
や
、
て
か
、
何
で
シ
ἀ
ワ
ổ
」 

シ
ズ
エ 

「
雨
で
め
ỵ
ち
Ỷ
濡
れ
た
か
ら
」 

マ
キ 

 

「
ま
た
か
」 

シ
ズ
エ 

「
普
通
そ
ん
な
気
軽
に
人
ん
ち
の
シ
ἀ
ワ
ổ
使
わ
な
い
だ
ろ
」 

シ
ズ
エ 

「
タ
オ
ル
！
」 

マ
キ 

 

「
え
？
」 

シ
ズ
エ 

「
取
ỵ
と
い
て
ん
の
は
ど
う
か
と
思
う
よ
ổ
？
」 

マ
キ 

 

「
そ
ỵ
か
あ
れ
シ
ズ
エ
の
か
」 

シ
ズ
エ 

「
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
い
や
取
ỵ
と
い
て
る
と
い
う
か
、
捨
て
て
な
い
だ
け
だ
か
ら
」 

シ
ズ
エ 

「
何
そ
れ
。
て
か
全
然
変
わ
ỵ
て
な
い
じ
Ỷ
ん
。
ま
だ
住
ん
で
た
ん
だ
ね
こ
ん
な
家
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
だ
け
ど
。
何
の
前
触
れ
も
無
く
来
る
も
ん
か
ね
」 

シ
ズ
エ 

「
随
分
電
話
し
た
ん
だ
け
ど
」 

マ
キ 

 

「(
携
帯
確
認
)
ほ
ん
と
だ
」 

シ
ズ
エ 

「
ま
あ
寝
て
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
ỵ
た
け
ど
ね
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
ほ
ん
と
い
き
な
り
何
し
に
来
た
の
？
」 

シ
ズ
エ 

「
え
ỵ
と
」 

マ
キ 

 

「
ち
Ỷ
ん
と
し
た
理
由
無
い
と
、
有
り
得
な
い
と
思
う
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
分
か
る
で
し
Ỹ
？
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
分
か
ん
な
い
よ
・
・
・
・
・
・
あ
分
か
ỵ
た
わ
あ
れ
か
！
」 

 

マ
キ
、
パ
ス
ポ
ổ
ト
ケ
ổ
ス
を
探
し
出
す
。 

 

シ
ズ
エ 

「
そ
う
！
預
け
た
ま
ん
ま
に
し
て
さ
！
す
ỵ
か
り
忘
れ
て
た
の
！
」 
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マ
キ 

 

「
は
い
(
ケ
ổ
ス
か
ら
二
つ
取
り
出
し
一
つ
を
渡
す
)」 

シ
ズ
エ 
「
直
ぐ
出
て
き
た
」 

マ
キ 

 
「
こ
の
前
偶
然
見
付
け
て
、
触
ỵ
た
感
じ
二
つ
あ
ỵ
た
か
ら
さ
、
ゾ
ỿ
と
し
た
よ
ね
」 

シ
ズ
エ 

「
間
抜
け
す
ぎ
る
よ
ね
ổ
」 

マ
キ 

 

「
何
？
海
外
行
く
の
？
」 

シ
ズ
エ 

「
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
良
い
じ
Ỷ
ん
、
ど
こ
？
」 

シ
ズ
エ 

「
ニ
ἁ
ổ
カ
レ
ド
ニ
ア
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
ど
こ
？
」 

シ
ズ
エ 

「
知
ら
な
い
？
天
国
に
一
番
近
い
島
」 

マ
キ 

 

「
へ
え
、
初
め
て
聞
い
た
な
」 

シ
ズ
エ 

「
ハ
ネ
ム
ổ
ン
の
定
番
だ
よ
」 

マ
キ 

 

「
へ
え
」 

シ
ズ
エ 

「
そ
う
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
・
・
・
え
？
ハ
ネ
ム
ổ
ン
ỵ
て
さ
」 

シ
ズ
エ 

「
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
新
婚
旅
行
の
こ
と
？
」 

シ
ズ
エ 

「
そ
う
だ
よ
」 

マ
キ 

 

「
あ
、
そ
ỵ
か
」 

シ
ズ
エ 

「
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
え
？
て
事
は
さ
、
結
婚
ỵ
て
こ
と
？
」 

シ
ズ
エ 

「
そ
う
だ
よ
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
か
、
な
る
ほ
ど
、
う
ん
。
え
？
て
こ
と
は
さ
、
そ
の
、
婚
約
し
て
る
人
が
居
る
ỵ
て
こ

と/

」 

シ
ズ
エ 

「
確
認
が
各
駅
停
車
だ
な
」 

マ
キ 

 

「
お
、
お
お
う
」 

シ
ズ
エ 

「
ギ
ἀ
ハ
ハ
！
(
？
)」 

マ
キ 

 

「
い
や
違
う
よ
、
シ
ズ
エ
が
特
急
に
乗
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
て
ん
だ
よ
」 

シ
ズ
エ 

「
あ
ổ
、
な
る
ほ
ど
、
マ
キ
か
ら
見
た
ら
そ
う
か
も
し
ん
な
い
わ
」 

マ
キ 

 

「
げ
ổ
」 

シ
ズ
エ 

「
あ
？
」 

マ
キ 

 

「
も
う
何
言
い
た
い
か
大
体
分
か
る
わ
」 

シ
ズ
エ 

「
ま
あ
さ
ỵ
き
も
言
ỵ
た
し
」 

マ
キ 

 

「(
嫌
そ
う
な
目
で
見
る
的
な
)」 

シ
ズ
エ 

「
お
前
変
わ
ん
ね
ổ
な
！
」 

マ
キ 

 

「
う
る
せ
ổ
よ
マ
ジ
、
マ
ジ
う
る
せ
ổ
よ
」 
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シ
ズ
エ 

「
ギ
ἀ
ハ
ハ
！
(
？
)」 

マ
キ 

 
「
う
ぜ
え
う
ぜ
え
、
何
な
ん
ほ
ん
ま
に
、
急
に
、
き
ỵ
も
」 

シ
ズ
エ 
「
え
？
怒
ỵ
た
？
」 

マ
キ 

 

「
ず
ỵ
と
怒
ỵ
て
る
よ
」 

シ
ズ
エ 

「
出
て
ỵ
て
か
ら
？
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
へ
え
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
い
や
、
今
日
、
来
て
か
ら
」 

シ
ズ
エ 

「
そ
ỵ
か
、
わ
り
い
ね
」 

マ
キ 

 

「
俺
も
結
婚
す
ỵ
か
ら
」 

シ
ズ
エ 

「
は
？
」 

マ
キ 

 

「
マ
ジ
で
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
だ
か
ら
失
礼
だ
よ
そ
の
感
じ
、
さ
ỵ
き
か
ら
。
そ
の
、
俺
が
前
に
進
ん
で
な
い
前
提
み
た
い

な
さ
」 

シ
ズ
エ 

「
ご
め
ん
別
に
、
ガ
チ
で
怒
ら
せ
た
い
訳
じ
Ỷ
な
ỵ
た
、
ỵ
て
ゆ
う
か
。
散
々
煽
ỵ
と
い
て
そ

れ
は
変
か
。
ご
め
ん
」 

マ
キ 

 

「
い
や
・
・
・
分
か
ỵ
て
る
そ
れ
は
、
シ
ズ
エ
の
事
だ
し
。
こ
の
感
じ
久
し
ぶ
り
だ
か
ら
何
か

熱
く
な
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
た
な
、
ご
め
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
い
や
」 

マ
キ 

 

「
パ
ス
ポ
ổ
ト
取
り
に
来
た
だ
け
だ
も
ん
ね
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
て
か
、
先
ず
、
お
め
で
と
う
か
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
そ
ỵ
ち
も
ね
、
お
め
で
と
う
」 

 

し
ば
し
間 

 

シ
ズ
エ 

「
一
緒
に
住
ん
で
ん
の
？
」 

マ
キ 

 

「
う
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
や
ば
、
え
？
彼
女
さ
ん
は
？
」 

マ
キ 

 

「
今
出
て
る
」 

シ
ズ
エ 

「
帰
ỵ
て
来
な
い
？
」 

マ
キ 

 

「
し
ば
ら
く
大
丈
夫
だ
と
思
う
」 

シ
ズ
エ 

「
あ
あ
、
そ
う
」 

マ
キ 
 

「
・
・
・
イ
ギ
リ
ス
は
？
」 

シ
ズ
エ 

「
？
」 
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マ
キ 

 

「
行
か
な
い
の
？
」 

シ
ズ
エ 
「
行
か
な
い
」 

マ
キ 

 
「
そ
か
」 

シ
ズ
エ 

「
マ
キ
は
？
」 

マ
キ 

 

「
行
ỵ
て
な
い
」 

シ
ズ
エ 

「
行
き
な
よ
、
新
婚
旅
行
で
」 

マ
キ 

 

「
い
や
俺
は
金
無
い
か
ら
・
・
・
熱
海
と
か
」 

シ
ズ
エ 

「
熱
海
？
」 

マ
キ 

 

「
熱
海
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
」 

シ
ズ
エ 

「
結
局
そ
ổ
ゆ
う
と
こ
は
変
わ
ỵ
て
な
い
ん
だ
ね
」 

マ
キ 

 

「
し
Ỹ
ổ
が
な
い
じ
Ỷ
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
熱
海
は
近
過
ぎ
ん
だ
ろ
ổ
」 

マ
キ 

 

「
じ
Ỷ
あ
沖
縄
」 

シ
ズ
エ 

「
あ
ổ
・
・
・
良
い
じ
Ỷ
ん
。
成
⾧
」 

マ
キ 

 

「
う
ざ
」 

シ
ズ
エ 

「
熱
海
は
私
と
行
ỵ
て
る
し
ね
」 

マ
キ 

 

「
金
無
く
て
」 

シ
ズ
エ 

「
せ
ỵ
か
く
二
人
で
パ
ス
ポ
ổ
ト
取
ỵ
た
の
に
ね
」 

マ
キ 

 

「
気
持
ち
だ
け
先
走
ỵ
て
ね
、JT

B

の
パ
ン
フ
見
て
気
絶
し
か
け
た
も
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
な
つ
い
な
ổ
」 

マ
キ 

 

「
何
で
ニ
ἁ
ổ
カ
・
・
・
ｋ
・
・
・
ｋ
・
・
・
」 

シ
ズ
エ 

「
ニ
ἁ
ổ
カ
レ
ド
ニ
ア
」 

マ
キ 

 

「
ニ
ἁ
ổ
カ
レ
ド
ニ
ア
な
ん
？
イ
ギ
リ
ス
に
す
れ
ば
良
か
ỵ
た
じ
Ỷ
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
旦
那
バ
ツ
イ
チ
な
の
よ
」 

マ
キ 

 

「
ỳ
え
」 

シ
ズ
エ 

「
行
ỵ
た
か
ら
嫌
な
ん
だ
ỵ
て
、
イ
ギ
リ
ス
」 

マ
キ 

 

「
前
の
奥
さ
ん
と
？
」 

シ
ズ
エ 

「
そ
う
」 

マ
キ 

 

「
う
わ
ổ
ổ
ổ
」 

シ
ズ
エ 

「
も
う
そ
れ
言
わ
れ
ち
Ỷ
ỵ
た
ら
さ
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
じ
Ỷ
ん
」 

マ
キ 

 

「
確
か
に
」 

シ
ズ
エ 

「
ね
ổ
」 

マ
キ 
 

「
・
・
・
ね
え
」 

シ
ズ
エ 

「
ん
？
」 
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マ
キ 

 

「
ほ
ん
と
に
結
婚
す
ん
だ
ね
」 

シ
ズ
エ 
「
は
？
何
で
？
す
る
け
ど
」 

マ
キ 

 
「
・
・
・
な
ん
だ
ろ
、
幸
せ
？
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
う
ん
、
何
で
？
」 

マ
キ 

 

「
君
は
さ
、
直
ぐ
嘘
つ
く
じ
Ỷ
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
い
や
つ
か
な
い
で
し
Ỹ
」 

マ
キ 

 

「
よ
く
つ
い
て
た
よ
」 

シ
ズ
エ 

「
考
え
過
ぎ
」 

マ
キ 

 

「
出
て
く
時
に
さ
」 

シ
ズ
エ 

「
も
う
近
い
ペ
ổ
ス
感
の
人
居
る
ん
だ
よ
ね
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
、
そ
れ
、
そ
れ
も
さ
、
そ
う
じ
Ỷ
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
え
？
」 

マ
キ 

 

「
そ
れ
も
さ
、
冷
静
に
考
え
て
そ
ん
な
早
さ
で
ỵ
て
あ
り
得
な
い
し
、
俺
と
一
緒
に
暮
ら
し
て

た
訳
だ
し
さ
」 

シ
ズ
エ 

「
あ
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
俺
が
振
り
切
れ
る
様
に
ỵ
て
言
ỵ
て
く
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
優
し
い
嘘
、
み
た
い
な
、
や
つ
じ

Ỷ
ん
？
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
全
部
マ
ジ
だ
け
ど
」 

 

間 ♪
シ
ἂ
パ
ン
『
別
れ
の
曲
』 

 

マ
キ 

 

「
・
・
・
・
・
・
あ
、
そ
う
な
の
」 

シ
ズ
エ 

「
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
え
、
あ
、
そ
ỵ
か
」 

シ
ズ
エ 

「
う
ん
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
わ
、
あ
れ
？
あ
、
は
ỵ
ず
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
ご
め
ん
」 

マ
キ 

 

「
ご
め
ん
は
や
め
よ
う
か
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
ご
め
ん
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
・
・
・
帰
ỵ
て
」 

シ
ズ
エ 

「
え
？
」 

マ
キ 

 

「
い
や
・
・
・
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
あ
の/

」 

マ
キ 
 

「
ち
Ỹ
、
も
う
、
帰
ỵ
て
貰
ỵ
て
い
い
か
な
・
・
・
帰
ỵ
て
よ
お
！
！
」 

シ
ズ
エ 

「
大
丈
夫
？
」 
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マ
キ 

 

「
大
丈
夫
だ
か
ら
、
う
ん
、
俺
は
大
丈
夫
。
む
し
ろ
大
丈
夫
？
」 

シ
ズ
エ 
「
何
が
？
」 

マ
キ 

 
「
何
が
だ
ろ
う
？
・
・
・
ご
め
ん
・
・
・
分
か
ん
な
い
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
じ
Ỷ
あ
、
帰
る
ね
」 

マ
キ 

 

「
あ
、
あ
あ
あ
の
さ
」 

シ
ズ
エ 

「
？
」 

マ
キ 

 

「
マ
キ
君
の
ペ
ổ
ス
感
が
崩
れ
る
の
が
嫌
だ
、
変
わ
ん
な
い
で
欲
し
い
ỵ
て
」 

シ
ズ
エ 

「
お
う
」 

マ
キ 

 

「
え
、
俺
、
変
わ
ỵ
て
な
い
か
な
？
」 

シ
ズ
エ 

「
私
か
ら
見
た
ら
、
そ
う
思
う
」 

マ
キ 

 

「
そ
ỵ
か
・
・
・
そ
う
だ
よ
ね
・
・
・
」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
う
ん
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
あ
！
で
も
！
」 

 

マ
キ
、
急
に
上
裸
に
な
る
。 

 

シ
ズ
エ 

「
？
？
」 

マ
キ 

 

「
け
ỵ
こ
う
さ
、
あ
れ
か
ら
、
鍛
え
た
ん
だ
」 

シ
ズ
エ 

「
す
ご
ổ
い
」 

マ
キ 

 

「(
照
笑
)」 

シ
ズ
エ 

「
・
・
・
じ
Ỷ
あ
、
行
く
ね
！
」 

マ
キ 

 

「
お
Ỵ
ん
・
・
・
連
絡
し
て
も
良
い
？
」 

シ
ズ
エ 

「
良
い
よ
別
に
(
笑
)」 

マ
キ 

 

「
お
Ỵ
ん
」 

シ
ズ
エ 

「
お
幸
せ
に
Ộ
」 

 

シ
ズ
エ
、
出
て
行
く
。 

マ
キ
、
上
裸
の
ま
ま
一
人
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。 

少
し
の
後
、
タ
ジ
マ
帰
ỵ
て
来
る
。 

 

タ
ジ
マ 

「
え
？
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
ト
コ
ち
Ỷ
ん
は
？
」 

タ
ジ
マ 

「
買
い
物
し
て
か
ら
帰
る
ỵ
て
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
お
う
」 

タ
ジ
マ 

「
何
し
て
ん
の
？
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
分
か
ん
な
い
」 
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タ
ジ
マ 

「
・
・
・
お
前
プ
ロ
ポ
ổ
ズ
し
た
ん
だ
ỵ
て
な
」 

マ
キ 

 
「
・
・
・
お
う
！
」 

タ
ジ
マ 
「
な
ん
か
、
頑
張
れ
よ
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
お
う
！
」 

 

♪
煽
り 

☼FO
 

マ
キ
、
暗
く
な
る
中
で
何
回
か
叫
ん
で
も
良
い
。 

 

【
９
⽇
】 

♪
ザ
パ
ア→

ボ
コ
ボ
コ
ボ
コ 

♪T
V

ニ
ἁ
ổ
ス
の
声
が
最
初
は
大
き
く
、
段
々
恒
常
音
に
な
ỵ
て
い
く
。 

ニ
ἁ
ổ
ス
「
東
京
都
心
部
で
は
Ộ
Ộ
Ộ
」 

☼
明
転 

202

に
ト
コ
、201

に
小
野
板
付
き
。
ト
コ
は
何
か
し
て
る
。
小
野
は
テ
レ
ビ
を
ボ
ổ
ỵ
と
見
て
い
る
。

少
し
し
た
ら
タ
ジ
マ
が
た
こ
焼
き
器
(
と
調
理
器
具
)
を
持
ỵ
て
入
ỵ
て
来
る
。 

 

タ
ジ
マ 

「
何
か
全
般
的
に
ぬ
め
ỵ
と
し
て
る
ん
だ
け
ど
」 

ト
コ 

 

「
し
Ỹ
う
が
な
い
」 

タ
ジ
マ 

「
こ
れ
で
全
部
？
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
、
あ
と
は
食
材
だ
け
」 

 

タ
ジ
マ
、
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
。 

 

ト
コ 

 

「
ど
う
し
た
？
」 

タ
ジ
マ 

「
ん
！
？
」 

ト
コ 

 

「
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
る
か
ら
」 

タ
ジ
マ 

「
し
て
ね
ổ
よ
？
」 

ト
コ 

 

「
し
て
る
よ
」 

タ
ジ
マ 

「
い
や
あ
何
か
さ
、
タ
コ
パ
と
か
め
ỵ
ち
Ỷ
久
し
ぶ
り
に
や
る
か
ら
さ
、
初
め
て
デ
ỻ
ズ
ニ
ổ

ラ
ン
ド
に
来
た
子
供
く
ら
い
ワ
ク
ワ
ク
し
ち
Ỷ
ỵ
て
る
ん
だ
け
ど
さ
、
同
時
に
何
故
こ
の
家

の
人
間
が
全
く
手
を
動
か
さ
な
い
の
か
と
い
う
不
信
感
も
存
在
し
て
挙
動
が
お
か
し
く
な
ỵ

て
る
」 

ト
コ 

 

「
あ
、
ご
め
ん
何
か
手
伝
う
よ
」 

タ
ジ
マ 

「
も
う
終
わ
ỵ
て
る
し
、
お
前
の
彼
氏
待
ち
だ
し
」 

ト
コ 

 

「
あ
あ
」 
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タ
ジ
マ 

「
あ
ỵ
！
相
反
す
る
感
情
に
脳
が
押
さ
れ
て
目
ん
玉
飛
び
出
そ
う
」 

 

マ
キ
(
ス
ổ
ツ
に
買
い
物
袋
)
入
ỵ
て
来
る
。 

 

マ
キ 

 

「
た
だ
い
ま
」 

ト
コ 

 

「
お
か
え
り
」 

タ
ジ
マ 

「
お
邪
魔
し
て
ま
す
ổ
」 

マ
キ 

 

「
買
ỵ
て
来
た
よ
」 

ト
コ 

 

「
あ
り
が
と
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
濡
れ
ち
Ỷ
ỵ
た
か
ら
ち
Ỹ
ỵ
と
着
替
え
て
来
る
わ
」 

 

マ
キ
、
買
い
物
袋
を
置
き
水
回
り
の
方
に
ハ
ケ
。 

タ
ジ
マ
、
買
い
物
袋
を
机
の
方
に
持
ỵ
て
来
る
。 

 

タ
ジ
マ 

「
就
活
頑
張
ỵ
て
ん
だ
ね
」 

ト
コ 

 

「
ね
、
偉
い
」 

タ
ジ
マ 

「
た
こ
焼
き
粉
(
出
す
)」 

ト
コ 

 

「
た
こ
焼
き
粉
」 

タ
ジ
マ 

「
か
つ
お
節
(
出
す
)」 

ト
コ 

 

「
か
つ
お
節
」 

タ
ジ
マ 

「
何
か
塗
る
や
つ
(
出
す
)」 

ト
コ 

 

「
何
か
塗
る
や
つ
」 

タ
ジ
マ 

「
つ
ま
み
(
出
す
)」 

ト
コ 

 

「
つ
ま
み
」 

タ
ジ
マ 

「
酒
(
出
す
)」 

ト
コ 

 

「
酒
」 

タ
ジ
マ 

「
酒
(
出
す
)」 

ト
コ 

 

「
酒
」 

タ
ジ
マ 

「
酒
(
出
す
)」 

ト
コ 

 

「
酒
」 

タ
ジ
マ 

「
・
・
・
タ
コ
が
ね
え
」 

ト
コ 

 

「
タ
コ
が
ね
え
」 

タ
ジ
マ 

「
そ
ん
な
事
あ
る
？
」 

ト
コ 

 

「
え
Ộ
」 

タ
ジ
マ 

「
ポ
ン
コ
ツ
過
ぎ
ん
だ
ろ
！
」 

 



39 

 

小
野
、
迎
え
に
行
く
。
水
田
入
ỵ
て
来
る
。 

 

水
田 

 
「
行
き
ま
し
Ỹ
う
」 

小
野 

 

「
は
い
？
」 

水
田 

 

「
使
命
で
す
」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 

水
田 

 

「
生
き
延
び
る
ん
で
す
」 

小
野 

 

「
え
、
今
で
す
か
？
」 

水
田 

 

「
は
い
。
だ
ỵ
て
ほ
ら
、
大
雨
」 

小
野 

 

「
い
や
・
・
・
」 

水
田 

 

「
最
低
限
の
物
だ
け
持
ỵ
て
私
に
着
い
て
来
て
下
さ
い
」 

 

小
野
、
布
団
に
座
り
込
む
。 

 

ト
コ 

 

「
ね
え
Ộ
Ộ
Ộ
」 

マ
キ 

 

「(
入
り
つ
つ
)
何
？
何
？
」 

ト
コ 

 

「
タ
コ
無
い
ん
だ
け
ど
！
」 

マ
キ 

 

「
え
！
？
う
わ
！
忘
れ
た
！
」 

ト
コ 

 

「
買
ỵ
て
来
て
！
！
」 

マ
キ 

 

「
わ
ổ
か
ỵ
た
！
！
」 

 

マ
キ
ハ
ケ 

 

タ
ジ
マ 

「
尻
に
敷
い
て
る
ね
ổ
」 

ト
コ 

 

「
敷
か
れ
て
く
れ
て
ん
の
よ
」 

タ
ジ
マ 

「
良
い
彼
氏
じ
Ỷ
ん
」 

ト
コ 

 

「
ま
あ
ね
Ộ
。
先
に
始
め
ち
Ỷ
う
か
」 

タ
ジ
マ 

「
お
う
」 

 

ト
コ
、
タ
ジ
マ
、
乾
杯 

 

水
田 

 

「
小
野
さ
ん
」 

小
野 

 

「
使
命
と
か
、
怖
い
で
す
」 

水
田 

 

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
こ
の
前
は
あ
ん
な
に
ノ
リ
気
だ
ỵ
た
の
に
」 

小
野 
 

「
僕
は
別
に
ノ
リ
気
に
な
ん
て
な
ỵ
て
な
か
ỵ
た
ん
で
す
。
あ
な
た
が
そ
う
決
め
つ
け
て
い
た

だ
け
で
」 
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水
田 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
」 

小
野 

 
「
結
局
そ
う
、
ど
こ
へ
行
ỵ
て
も
そ
う
、
僕
の
事
な
ん
て
皆
関
係
無
い
。
居
て
も
居
な
く
て
も

変
わ
ら
な
い
」 

水
田 

 

「
何
を
言
ỵ
て
る
ん
で
す
」 

タ
ジ
マ 

「
あ
、
こ
の
前
ね
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
」 

タ
ジ
マ 

「
彼
氏
さ
ん
に
会
ỵ
た
時
に
さ
、
ト
コ
居
な
く
て
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
」 

タ
ジ
マ 

「
何
が
あ
ỵ
た
の
か
知
ら
ん
け
ど
さ
、
何
か
憑
き
物
落
ち
た
様
な
顔
し
て
て
さ
」 

ト
コ 

 

「
へ
え
」 

タ
ジ
マ 

「
あ
れ
、
無
関
心
」 

ト
コ 

 

「
無
関
心
ỵ
て
ゆ
う
か
さ
、
知
ỵ
て
ん
だ
よ
ね
そ
の
原
因
。
も
う
ず
ỵ
と
元
カ
ノ
引
き
ず
ỵ
て

ん
の
」 

タ
ジ
マ 

「
そ
う
な
の
！
？
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
、
本
人
隠
せ
て
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
も
う
バ
レ
バ
レ
」 

タ
ジ
マ 

「
え
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
そ
ん
な
半
端
な
状
態
で
結
婚
な
ん
て
言
う
か
ら
さ
、
す
げ
え
モ
ヤ
ỵ
て
た
ん
だ
よ
ね
」 

タ
ジ
マ 

「
そ
れ
は
確
か
に
嫌
ỵ
す
わ
あ
」 

ト
コ 

 

「
ま
あ
何
が
あ
ỵ
た
の
か
知
ら
な
い
け
ど
、
吹
ỵ
切
れ
た
ん
な
ら
ま
あ
。
そ
の
分
し
ỵ
か
り
尻

に
敷
い
て
や
ろ
う
と
思
ỵ
て
」 

タ
ジ
マ 

「
良
い
じ
Ỷ
Ộ
ん
。
や
ỵ
ぱ
り
ね
、
男
は
外
で
馬
車
馬
の
様
に
働
い
て
稼
い
で
さ
、
家
の
中
で

は
女
の
尻
に
敷
か
れ
続
け
て
さ
、
そ
の
主
体
性
を
奪
う
事
で
や
ỵ
と
存
在
意
義
が
出
る
ỵ
て

も
ん
だ
よ
ね
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
良
い
ね
Ộ
、
タ
ジ
マ
の
そ
の
厚
顔
無
恥
な
ま
で
の
ミ
サ
ン
ド
リ
ổ
ỵ
ぷ
り
、
た
ま
ん
ね
Ộ
」 

小
野 

 

「
何
を
言
ỵ
て
る
の
か
、
も
う
自
分
で
も
よ
く
分
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
、
綺
麗
な
心
？
悪
意
が

無
い
？
見
て
下
さ
い
よ
そ
こ
の
ポ
ス
タ
ổ
の
裏
。
穴
が
開
い
て
る
ん
で
す
。
偶
然
見
付
け
た

ん
で
す
が
そ
こ
で
夜
な
夜
な
隣
の
セ
ỿ
ク
ス
を
覗
き
見
て
ま
す
。
そ
う
し
て
僕
は
自
分
の
存

在
を
確
か
め
て
る
ん
で
す
。
悪
意
に
塗
れ
た
存
在
で
し
Ỹ
う
ど
う
考
え
て
も
・
・
・
！
」 

タ
ジ
マ 

「
て
か
ト
コ
は
さ
、
も
う
い
い
の
？
」 

ト
コ 

 

「
ん
？
」 

タ
ジ
マ 

「
ケ
ン
ス
ケ
の
事
、
し
ば
ら
く
引
き
ず
ỵ
て
な
か
ỵ
た
？
」 

ト
コ 

 

「
え
Ộ
そ
ん
な
事
な
い
よ
Ộ
」 

タ
ジ
マ 

「
そ
う
？
」 

ト
コ 

 

「
も
う
何
年
も
前
の
事
だ
し
」 

タ
ジ
マ 

「
う
ん
」 

ト
コ 

 

「
何
？
」 
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タ
ジ
マ 

「
ん
？
」 

ト
コ 

 
「
も
し
か
し
て
会
ỵ
た
の
？
」 

タ
ジ
マ 
「
い
や
会
ỵ
て
な
い
よ
」 

ト
コ 

 

「
そ
」 

タ
ジ
マ 

「
・
・
・
な
ん
か
こ
こ
来
る
と
す
げ
ổ
思
い
出
す
ん
だ
よ
ね
」 

ト
コ 

 

「
似
て
る
か
ら
ね
、
ア
イ
ツ
ん
ち
に
」 

タ
ジ
マ 

「
住
ん
で
そ
う
じ
Ỷ
な
い
？
ひ
Ỹ
ỵ
こ
り
出
て
来
そ
う
だ
よ
ね
(
笑
)」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
ま
あ
元
気
に
や
ỵ
て
れ
ば
何
で
も
良
い
よ
！
」 

タ
ジ
マ 

「
・
・
・
け
ỵ
こ
う
大
変
ら
し
い
ね
」 

ト
コ 

 

「
え
？
」 

タ
ジ
マ 

「
え
？
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
大
変
ỵ
て
何
が
？
」 

タ
ジ
マ 

「
い
や
ご
め
ん
忘
れ
て
」 

ト
コ 

 

「
は
？
ち
Ỹ
ỵ
と
、
ど
ゆ
こ
と
？
？
」 

タ
ジ
マ 

「
元
カ
ノ
だ
し
、
知
ỵ
て
る
の
か
な
ỵ
て
今
の
状
況
」 

ト
コ 

 

「
い
や
何
も
。
連
絡
先
と
か
消
し
ち
Ỷ
ỵ
た
し
。
ど
こ
で
何
や
ỵ
て
る
の
か
も
知
ら
な
い
」 

タ
ジ
マ 

「
そ
う
な
ん
だ
」 

ト
コ 

 

「
大
変
ỵ
て
何
が
？
」 

タ
ジ
マ 

「
・
・
・
私
も
風
の
噂
で
聞
い
た
だ
け
だ
か
ら
あ
ん
ま
よ
く
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
さ
」 

小
野 

 

「
貝
に
な
り
た
あ
い
！
！
」 

水
田 

 

「
え
？
貝
？
」 

小
野 

 

「
貝
に
な
れ
ば
、
誰
と
も
接
せ
ず
ず
ỵ
と
閉
じ
こ
も
ỵ
て
ら
れ
る
し
、
醜
い
心
も
起
き
な
い
、

醜
い
心
も
起
き
な
い
！
自
分
の
醜
い
心
が
一
番
不
快
！
」 

水
田 

 

「
・
・
・
」 

小
野 

 

「
そ
れ
に
洪
水
で
沈
ん
で
も
大
丈
夫
で
す
か
ら
」 

水
田 

 

「
・
・
・
そ
う
い
う
セ
リ
フ
は
、
小
野
さ
ん
み
た
い
な
何
も
し
て
い
な
い
人
が
言
ỵ
て
良
い
も

の
じ
Ỷ
あ
り
ま
せ
ん
よ
」 

小
野 

 

「
・
・
・
う
う
Ỳ
・
・
・
じ
Ỷ
あ
、
テ
ỻ
フ
Ỻ
に
・
・
・
会
い
た
い
・
・
・
」 

タ
ジ
マ 

「
何
か
、
キ
ツ
め
の
新
興
宗
教
に
ハ
マ
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
て
る
と
か
、
ピ
ン
芸
人
目
指
し
て
み
た
け
ど

心
が
壊
れ
ち
Ỷ
ỵ
た
と
か
、
ナ
マ
ポ
で
金
が
無
さ
過
ぎ
て
腎
臓
売
ỵ
た
と
か
」 

ト
コ 

 

「
何
そ
れ
ヤ
バ
ổ
！
」 

タ
ジ
マ 

「
終
い
に
は
ガ
チ
で
死
亡
説
も
出
る
始
末
で
」 

ト
コ 

 

「
そ
れ
は
ヤ
バ
イ
！
」 

タ
ジ
マ 

「
ね
」 

ト
コ 
 

「
ヤ
バ
ổ
！
(
笑
)」 
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二
人
、
大
笑
い 

 

タ
ジ
マ 
「
お
前
す
げ
ổ
笑
う
じ
Ỷ
ん
！
」 

ト
コ 

 

「
何
で
だ
ろ
！
何
か
笑
ỵ
ち
Ỷ
う
！
」 

タ
ジ
マ 

「
良
い
の
か
よ
！
あ
ん
な
好
き
だ
ỵ
た
の
に
！
」 

ト
コ 

 

「
ね
！
あ
ん
な
に
可
愛
か
ỵ
た
の
に
！
」 

タ
ジ
マ 

「
可
愛
い
か
？
可
愛
く
は
ね
ổ
だ
ろ
！
」 

ト
コ 

 

「
可
愛
か
ỵ
た
ん
だ
よ
ổ
！
」 

 

二
人
、
笑
い
続
け
る
。 

 

水
田 

 

「
小
野
さ
ん
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
ゲ
ổ
ム
が
、
じ
Ỷ
あ
ゲ
ổ
ム
が
や
り
た
い
！
・
・
・
ゲ
ổ
ム
の
中
に
住
み
た
い
！
」 

 

小
野
、
突
ỵ
伏
し
て
え
ぐ
え
ぐ
し
て
い
る
。
水
田
こ
の
後
諦
め
て
出
て
行
く
。 

マ
キ
、
戻
ỵ
て
来
る
。 

 

タ
ジ
マ 

「
あ
れ
？
」 

マ
キ 

 

「
ち
Ỹ
ỵ
と
雨
す
げ
ổ
か
ら
さ
、
収
ま
ỵ
て
か
ら
に
し
た
い
な
ỵ
て
」 

ト
コ 

 

「
敷
き
き
れ
ね
ổ
な
ổ
！
」 

マ
キ 

 

「
何
が
？
」 

タ
ジ
マ 

「
こ
ỵ
ち
の
話
」 

マ
キ 

 

「
大
丈
夫
？
」 

ト
コ 

 

「
聞
い
て
た
？
」 

マ
キ 

 

「
ち
Ỹ
い
」 

ト
コ 

 

「
大
丈
夫
に
決
ま
ỵ
て
ん
だ
ろ
！
」 

マ
キ 

 

「(
決
め
ポ
ổ
ズ
)」 

ト
コ 

 

「(
決
め
ポ
ổ
ズ
)」 

タ
ジ
マ 

「(
釣
ら
れ
て
決
め
ポ
ổ
ズ
)」 

マ
キ 

 

「
て
か
も
う
飲
ん
で
ん
じ
Ỷ
ん
！
ず
る
い
！
」 

ト
コ 

 

「
は
い
は
い
は
い
は
い
(
酒
渡
す
)
タ
コ
無
い
け
ど
」 

マ
キ 

 

「
す
ま
ん
！
」 

タ
ジ
マ 

「
二
人
の
新
た
な
門
出
に
？
」 

マ
キ 

 

「
そ
う
ゆ
う
会
な
の
コ
レ
？
」 

ト
コ 
 

「
い
ổ
ん
だ
よ
何
で
も
！
」 

タ
ジ
マ 

「
は
ổ
い
じ
Ỷ
あ/

」 
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マ
キ 

 

「
あ
！
ち
Ỹ
ỵ
と
待
ỵ
て
！
」 

 

マ
キ
、
携
帯
を
い
じ
り
始
め
る
。 

 

ト
コ 

 

「
何
で
す
か
急
ぎ
で
す
か
？
？
」 

マ
キ 

 

「
い
や
い
や
・
・
・
ホ
イ
」 

 

♪JIT
T

ER
IN

'JIN
N

『
プ
レ
ゼ
ン
ト
』C

I

(202

部
屋
内
の
ス
ピ
ổ
カ
ổ
か
ら
掛
か
ỵ
て
る
感
じ
) 

 

ト
コ 

 

「
お
お
Ộ
！
」 

マ
キ 

 

「
好
き
で
し
Ỹ
こ
の
曲
」 

ト
コ 

 

「
知
ỵ
て
た
ん
だ
！
」 

タ
ジ
マ 

「
ジ
ỿ
タ
リ
ン
ジ
ン
な
つ
い
Ộ
。
流
石D

J

」 

マ
キ 

 

「
元
で
す
け
ど
」 

タ
ジ
マ 

「
じ
Ỷ
あ
改
め
て
、
か
ん
ぱ
ổ
ổ
ổ
い
」 

ト
コ
マ
キ
「
か
ん
ぱ
ổ
ổ
ổ
い
」 

 

三
人
、
そ
の
ま
ま
グ
イ
ỵ
と
い
き
、
声
が
漏
れ
る
。 

♪
ピ
ン
ポ
ổ
ン 

三
人
、「
？
」
な
顔
で
見
合
す
。
マ
キ
、
音
楽
を
止
め
て
ド
ア
の
方
へ
行
く
。 

丸
山
入
ỵ
て
来
る
。 

 

【
１
０
⽇
】 

 

マ
キ 

 

「
え
ổ
ổ
ỵ
と
・
・
・
」 

タ
ジ
マ 

「
ど
ち
ら
？
」 

ト
コ 

 

「
こ
こ
の
、
管
理
会
社
の
人
」 

タ
ジ
マ 

「
お
あ
ổ
」 

丸
山 

 

「
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
」 

ト
コ
マ
キ
「
初
め
ま
し
て
？
」 

丸
山 

 

「
管
理
会
社
の
オ
ル
タ
ổ
エ
ゴ
で
す
」 

ト
コ 

 

「
別
人
格
来
た
」 

丸
山 

 

「
あ
ổ
も
ổ
ほ
ổ
ん
と
や
ん
な
ỵ
ち
Ỷ
う
」 

マ
キ 

 

「
え
、
何
で
す
か
？
い
き
な
り
来
て
」 

タ
ジ
マ 

「
私
た
ち
今
丁
度
、
ブ
チ
ア
ゲ
タ
コ
ナ
シ
タ
コ
ヤ
キ
パ
ổ
テ
ỻ
ổ
を
始
め
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す

け
ど
」 
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丸
山 

 

「
終
わ
り
終
わ
り
。
何
だ
よ
そ
れ
、
と
ん
ち
か
？
」 

タ
ジ
マ 
「
テ
ラ
横
柄
じ
Ỷ
ん
」 

丸
山 

 
「
突
然
な
ん
だ
け
ど
、
こ
の
ア
パ
ổ
ト
は
こ
の
後
水
に
沈
み
ま
す
。
だ
か
ら
荷
物
ま
と
め
て
さ

ỵ
さ
と
出
な
」 

三
人 

 

「(
何
ぞ
？
何
ぞ
？
的
な
)」 

丸
山 

 

「
雨
凄
い
で
し
Ỹ
？
ず
ổ
ỵ
と
。
こ
こ
さ
あ
低
い
ん
だ
よ
土
地
。
お
ま
け
に
下
が
暗
渠
・
・
・

学
の
無
い
お
前
ら
に
分
か
る
様
に
言
う
と
見
え
な
い
川
の
上
に
建
ỵ
て
ん
の
」 

マ
キ 

 

「
マ
ジ
で
？
」 

丸
山 

 

「
ま
じ
ま
じ
ま
ổ
じ
。
バ
ỿ
コ
ン
バ
ỿ
コ
ン
溢
れ
る
よ
。
で
も
う
何
度
も
浸
水
し
て
る
か
ら
」 

ト
コ 

 

「
何
度
も
！
？
」 

丸
山 

 

「
そ
う
何
度
も
。
黙
ỵ
て
て
ご
め
ん
な
さ
ổ
い
。
何
年
か
周
期
で
ね
、
大
雨
が
降
る
と
ど
う
し

て
も
浸
か
ỵ
ち
Ỷ
う
の
。
で
と
う
と
う
基
礎
も
腐
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
た
。
だ
か
ら
超
高
確
率
で
崩
れ

て
沈
み
ま
す
」 

マ
キ 

 

「
い
や
い
や
い
や
い
や
」 

ト
コ 

 

「
急
す
ぎ
て
」 

マ
キ 

 

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
大
事
な
事
今
ま
で
黙
ỵ
て
た
ん
で
す
か
？
」 

丸
山 

 

「
だ
か
ら
こ
う
な
る
前
に
追
い
出
す
つ
も
り
だ
ỵ
た
の
、
そ
れ
と
な
く
誘
導
し
て
能
動
的
に

さ
、
全
員
。
そ
ん
で
さ
ỵ
さ
と
更
地
に
し
て
売
る
か
貸
倉
庫
に
で
も
し
よ
う
と
し
て
た
の

に
」 

タ
ジ
マ 

「
ま
Ộ
じ
か
」 

丸
山 

 

「
隣
な
ん
て
す
げ
ổ
い
か
が
わ
し
い
新
興
宗
教
に
協
力
し
て
貰
ỵ
た
り
し
て
さ
。
あ
Ộ
嘘
か
ら

出
た
真
に
な
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
た
よ
(
笑
)」 

ト
コ 

 

「
何
の
話
？
」 

マ
キ 

 

「
さ
あ
」 

丸
山 

 

「
こ
ん
な
馬
鹿
な
貧
乏
人
し
か
住
ま
な
い
、
住
ん
だ
そ
ば
か
ら
馬
鹿
に
な
る
、
入
居
者
全
員
が

家
賃
滞
納
す
る
、
存
在
自
体
が
事
故
み
た
い
な
物
件
に
、
そ
ん
で
そ
の
事
故
住
人
に
、
修
繕

費
も
転
居
費
用
も
払
い
た
く
無
い
ん
だ
よ
」 

タ
ジ
マ 

「
は
ら
ぐ
ろ
Ộ
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
ま
あ
ど
の
み
ち
、
こ
ん
な
ク
ソ
み
た
い
な
と
こ
も
う
じ
き
出
て
く
つ
も
り
で
し
た
け
ど
」 

丸
山 

 

「
あ
ỵ
そ
」 

三
人 

 

「
・
・
・(
溜
息
と
か
)」 

丸
山 

 

「
は
い
、
だ
か
ら
ト
ン
チ
パ
ổ
テ
ỻ
ổ
は
お
し
ま
い
！
お
開
き
！
大
事
な
物
だ
け
持
ỵ
て
取
り

敢
え
ず
出
て
ỵ
て
下
さ
い
」 

 

マ
キ
、
ト
コ
、
タ
ジ
マ
、
貴
重
品
と
か
を
手
に
出
よ
う
と
す
る
。 

小
野
、
リ
コ
ổ
ダ
ổ
を
吹
き
始
め
る
(
ジ
ỿ
タ
リ
ン
ジ
ン
の
何
か
) 
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ト
コ 

 
「
あ
れ
？
隣
」 

タ
ジ
マ 
「
ヤ
バ
お
じ
？
」 

マ
キ 

 

「
も
う
い
い
よ
行
く
よ
」 

 

ト
コ
、
覗
き
穴
か
ら201
を
見
る
。 

 

ト
コ 

 

「
何
か
寝
ỵ
転
が
ỵ
て
笛
吹
い
て
ま
す
よ
！
」 

マ
キ 

 

「
何
そ
の
穴
」 

丸
山 

 

「
え
ổ
何
そ
れ
知
ら
な
い
よ
ổ
」 

ト
コ 

 

「
置
い
て
ỵ
ち
Ỷ
う
ん
で
す
か
！
？
」 

丸
山 

 

「
言
ỵ
て
も
聞
か
ね
え
よ
そ
い
つ
は
」 

マ
キ 

 

「(
覗
き
)
え
何
こ
の
穴
！
？
知
ら
な
か
ỵ
た
ん
だ
け
ど
！
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
ほ
ん
と
に
良
い
ん
で
す
か
？
？
」 

丸
山 

 

「
も
う
良
い
よ
、
て
か
も
う
死
ね
ば
良
い
よ
、
死
ん
で
も
誰
も
困
ん
な
い
か
ら
」 

 

丸
山
出
て
行
く
。 

 

ト
コ 

 

「
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
」 

タ
ジ
マ 

「
穴
を
気
に
し
て
る
場
合
じ
Ỷ
な
く
な
い
？
？
」 

マ
キ 

 

「
あ
あ
、
う
ん
、
行
こ
う
」 

 

タ
ジ
マ
出
て
行
く
。
ト
コ
な
か
な
か
動
か
な
い
。
マ
キ
玄
関
の
方
ま
で
行
き
、
ト
コ
の
異
変
に
気
付
く
。 

 

マ
キ 

 

「
ト
コ
？
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
」 

マ
キ 

 

「
行
く
よ
？
」 

 

ト
コ
、
頷
く
。
二
人
出
て
行
く
。 

 

【
１
１
⽇
】 

小
野
は
一
人
で
リ
コ
ổ
ダ
ổ
を
吹
き
続
け
て
い
る
。 

☼
照
明
変
化
(
時
間
経
過
) 

ト
コ
、201

に
入
ỵ
て
来
る
。 
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小
野 

 

「
・
・
・
誰
？
」 

ト
コ 

 
「
・
・
・
」 

小
野 

 
「
・
・
・
誰
で
す
か
？
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
・
・
・
私
で
す
」 

小
野 

 

「
・
・
・
え
？
」 

ト
コ 

 

「
逃
げ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

小
野 

 

「
・
・
・
テ
ỻ
フ
Ỻ
？
」 

ト
コ 

 

「
は
？
」 

小
野 

 

「
ご
め
ん
な
さ
い
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
も
う
一
階
の
床
の
上
ま
で
水
が
来
て
ま
す
」 

小
野 

 

「
・
・
・
そ
う
で
す
か
」 

ト
コ 

 

「
近
く
に
住
ん
で
る
大
工
さ
ん
が
、
こ
れ
以
上
水
が
増
え
た
ら
絶
対
に
崩
れ
る
ỵ
て
言
ỵ
て
ま

し
た
」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
何
で
逃
げ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
」 

小
野 

 

「
も
う
生
き
て
た
ỵ
て
し
Ỹ
う
が
な
い
か
ら
だ
よ
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
・
・
・
ま
た
言
ỵ
て
る
」 

小
野 

 

「
・
・
・
は
？
」 

ト
コ 

 

「
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
だ
よ
ね
？
」 

小
野 

 

「
・
・
・
ケ
ン
？
」 

ト
コ 

 

「
そ
の
！
そ
れ
そ
の
、
ジ
ỿ
タ
リ
ン
ジ
ン
は
！
よ
く
一
緒
に
聞
い
た
よ
ね
だ
ỵ
て
！
私
と
タ
ジ

マ
と
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
と
三
人
と
も
好
き
で
さ
！
パ
チ
屋
並
ん
で
る
時
に
三
人
で
聞
い
た
り
、
芸

人
と
し
て
売
れ
た
ら
こ
れ
出
囃
子
に
し
よ
う
ỵ
て
約
束
し
た
り
さ
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・(
あ
の
)」 

ト
コ 

 

「
で
あ
と
さ
、
変
わ
ん
な
い
よ
ね
！
い
や
変
わ
ỵ
た
ん
だ
け
ど
さ
め
ỵ
ち
Ỷ
！
似
合
わ
な
い
ỵ

て
言
ỵ
た
じ
Ỷ
ん
髭
！
あ
ổ
あ
と
茶
髪
好
き
だ
ỵ
た
の
に
さ
！
変
わ
ら
な
い
ỵ
て
の
は
タ
バ

コ
ね
！
ず
ỵ
と
そ
れ
だ
よ
ね
、
え
ỵ
と
、
何
だ
ỵ
け
、
好
き
な
ん
だ
よ
そ
の
匂
い
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
ウ
ỻ
ン
ス
ト
ン
？
」 

ト
コ 

 

「
え
！
え
！
違
く
な
い
！
？
何
か
、
あ
れ
！
？
」 

小
野 

 

「
キ
ἀ
ス
タ
ổ
？
」 

ト
コ 

 

「
そ
う
だ
よ
！
キ
ἀ
ス
タ
ổ
だ
よ
！
そ
れ
そ
れ
！
匂
い
で
分
か
る
ỵ
て
ん
だ
よ
！
」 

小
野 

 

「
あ
の
、
変
わ
ỵ
た
か
ら
、
名
前
」 

ト
コ 
 

「
知
ら
な
い
し
！
」 

小
野 

 

「
あ
、
は
い
」 
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ト
コ 

 

「
腎
臓
売
る
な
よ
お
！
！
お
金
無
く
て
も
！
！
馬
鹿
！
！
」 

小
野 

 
「
え
」 

ト
コ 

 
「
体
大
事
に
し
ろ
よ
お
！
！
・
・
・
ず
ỵ
と
心
配
し
て
た
ん
だ
か
ら
・
・
・
」 

小
野 

 

「
え
ỵ
と
、
ご
め
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
あ
れ
、
何
が/

」 

ト
コ 

 

「
何
が
じ
Ỷ
な
い
！
い
つ
も
夜
に
起
き
て
！
ま
た
こ
ん
な
ボ
ロ
家
に
住
ん
で
！
・
・
・
私
が
、

私
が
・
・
・
」 

小
野 

 

「
・
・
・
私
が
？
」 

ト
コ 

 

「
私
が
・
・
・
私
み
た
い
な
・
・
・
ク
ズ
の
面
倒
見
る
の
が
好
き
で
、
そ
こ
に
癖
が
あ
る
タ
イ

プ
の
人
が
一
緒
に
居
な
い
と
ダ
メ
じ
Ỷ
ん
・
・
・
」 

小
野 

 

「
・
・
・
や
ỵ
ぱ
り
・
・
・
テ
ỻ
フ
Ỻ
で
す
よ
ね
？
」 

ト
コ 

 

「
は
！
？
」 

小
野 

 

「
テ
ỻ
フ
Ỻ
で
・
・
・
ゲ
ổ
ム
か
ら
出
て
、
迎
え
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
ね
」 

ト
コ 

 

「
何
そ
れ
！
」 

小
野 

 

「FF7

の
・
・
・
ク
ラ
ウ
ド
の
幼
馴
染
の
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
何
そ
れ
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
フ
Ỻ
イ
ナ
ル/

」 

ト
コ 

 

「
何
言
ỵ
て
ん
の
か
全
然
分
か
ん
な
い
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
・
・
・
お
互
い
様
だ
け
ど
」 

ト
コ 

 

「
ト
コ
ỵ
て
呼
ん
で
よ
！
」 

小
野 

 

「
ト
コ
？
」 

ト
コ 

 

「
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
あ
の
、
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
ỵ
て
、
誰/

」 

ト
コ 

 

「
お
前
だ
よ
！
！
」 

小
野 

 

「
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
」 

ト
コ 

 

「
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
な
ん
で
し
Ỹ
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
で
す
け
ど
」 

ト
コ 

 

「
ず
ỵ
と
謝
り
た
か
ỵ
た
！
！
」 

小
野 

 

「
！
？
」 

ト
コ 

 

「
何
で
私
あ
の
時
素
直
に
な
れ
な
か
ỵ
た
ん
だ
ろ
う
ỵ
て
！
本
当
は
追
い
掛
け
た
い
の
に
意
地

張
ỵ
て
追
い
掛
け
ず
に
、
大
事
に
し
た
い
人
が
、
大
事
に
出
来
る
時
に
居
て
く
れ
る
訳
じ
Ỷ

な
い
ん
だ
な
と
か
！
い
ỵ
ぱ
い
、
い
ỵ
ぱ
い
考
え
て
！
」 

小
野 

 

「
は
、
は
い
」 

ト
コ 

 

「
こ
う
な
ỵ
ち
Ỷ
う
だ
ろ
う
な
ỵ
て
・
・
・
何
と
な
く
、
分
か
ỵ
て
た
の
に
ね
・
・
・
」 

小
野 

 

「
こ
う
？
」 

ト
コ 
 

「(
無
言
で
小
野
を
指
さ
す
)」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 
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ト
コ 

 

「
あ
ん
な
に
可
愛
か
ỵ
た
の
に
」 

小
野 

 
「
・
・
・
」 

ト
コ 

 
「
ご
め
ん
ね
」 

小
野 

 

「
・
・
・
え
ỵ
と
、
と
り
あ
え
ず
、
腎
臓
は
・
・
・
売
ỵ
て
な
い
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
そ
う
な
の
？
」 

小
野 

 

「
売
ỵ
て
な
い
で
す
」 

ト
コ 

 

「
ず
ỵ
と
体
調
悪
そ
う
だ
か
ら
」 

小
野 

 

「
で
も
腎
臓
は
・
・
・
悪
い
か
ら
」 

ト
コ 

 

「
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
ば
ỵ
か
り
食
べ
る
か
ら
」 

小
野 

 

「
は
い
」 

 

間 

 

ト
コ 

 

「
あ
の
ね
」 

小
野 

 

「
は
い
」 

ト
コ 

 

「
あ
な
た
が
く
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
あ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、
ま
だ
大
事
に
持
ỵ
て
る
」 

小
野 

 

「
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
ま
だ
子
供
だ
ỵ
た
か
ら
、
二
人
と
も
さ
。
喧
嘩
し
た
ら
ど
ỵ
ち
も
ご
め
ん
ỵ
て
言
え
な
く

て
・
・
・
い
つ
か
ま
た
会
え
て
、
ご
め
ん
ỵ
て
言
え
た
ら
、
返
そ
う
と
思
ỵ
て
た
」 

小
野 

 

「
そ
の/

」 

ト
コ 

 

「
行
こ
？
」 

 

ト
コ
、
行
こ
う
と
す
る
。 

 

小
野 

 

「
ず
ỵ
と
」 

ト
コ 

 

「
う
ん
」 

小
野 

 

「
ず
ỵ
と
」 

ト
コ 

 

「
ず
ỵ
と
？
」 

小
野 

 

「
ず
ỵ
と
気
に
な
ỵ
て
た
ん
で
す
け
ど
」 

ト
コ 

 

「
何
？
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
」 

小
野 

 

「
そ
の
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
ỵ
て
い
う
の
は
、
そ
の
」 

ト
コ 

 

「
？
」 

小
野 

 

「
本
当
に
僕
で
合
ỵ
て
ま
す
？
」 

ト
コ 

 

「
え
？
」 

小
野 
 

「
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
」 
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小
野 

 

「
僕
、
あ
の
、
小
野
ケ
ン
タ
、
な
ん
で
す
け
ど
」 

ト
コ 

 
「
・
・
・
・
・
・
小
野
ケ
ン
タ
？
」 

小
野 

 
「
小
野
」 

ト
コ 

 

「
え
？
」 

小
野 

 

「
ケ
ン
タ
」 

ト
コ 

 

「
ケ
ン
ス
ケ
じ
Ỷ
な
く
て
？
」 

小
野 

 

「
は
い
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
誰
？
」 

小
野 

 

「
・
・
・
隣
の
、
小
野
で
す
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
あ
の
、
あ
の
曲
、
ジ
ỿ
タ
リ
ン
ジ
ン
は
・
・
・
？
」 

小
野 

 

「
そ
れ
も
な
ん
か
、
只
好
き
な
だ
け
ỵ
て
い
う
か
・
・
・
太
鼓
の
達
人
で
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
マ
ジ
で
誰
・
・
・
」 

小
野 

 

「
小
野
で
す
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
小
野
ỵ
て
・
・
・
誰
だ
よ
・
・
・
」 

小
野 

 

「
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
え
、
え
！
？
・
・
・
誰
Ộ
Ộ
Ộ
！
？
」 

小
野 

 

「
ご
め
ん
な
さ
い
Ộ
Ộ
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
本
当
に
？
？
」 

小
野 

 

「
本
当
で
す
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
何
型
？
」 

小
野 

 

「
え
？
」 

ト
コ 

 

「
血
液
型
！
何
型
！
？
」 

小
野 

 

「
・
・
・
Ｏ
型
で
す
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
・
・
・
本
当
の
ケ
ン
ち
Ỷ
ん
は
Ａ
Ｂ
型
だ
か
ら
あ
！
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
す
ん
ま
せ
ん
・
・
・
」 

ト
コ 

 

「
そ
ん
な
都
合
の
良
い
事
は
な
い
か
Ộ
Ộ
！
！
」 

小
野 

 

「
ど
う
な
ん
で
し
Ỹ
う
う
ね
」 

ト
コ 

 

「
ほ
ん
と
、
ほ
ん
と
お
前
誰
」 

小
野 

 

「
自
分
で
も
、
も
う
よ
く
分
か
ん
な
い
ỵ
す
・
・
・
テ
ỻ
フ
Ỻ
じ
Ỷ
な
い
し
」 

ト
コ 

 

「
だ
か
ら
さ
ỵ
き
か
ら
そ
れ
誰
！
」 

小
野 

 

「
そ
ん
な
事
・
・
・
や
ỵ
ぱ
、
無
い
ỵ
す
よ
ね
」 

ト
コ 

 

「
あ
ổ
ổ
ổ
も
お
ổ
ổ
ổ
！
」 

小
野 

 

「
・
・
・
あ
・
・
・
日
が
」 

ト
コ 

 

「
何
で
Ộ
Ộ
Ộ
！
」 

小
野 
 

「
何
で
で
し
Ỹ
う
ね
」 
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ト
コ 

 

「
日
出
る
な
よ
こ
ん
な
時
に
！
！
・
・
・
雨
や
む
な
よ
！
・
・
・
も
う
沈
め
よ
！
！
い
ỵ

そ
！
！
」 

小
野 

 
「(
ち
Ỹ
ỵ
と
だ
け
笑
う
)」 

ト
コ 

 

「
沈
め
よ
ổ
ổ
ổ
！
」 

 

♪JIT
T

ER
IN

'JIN
N

『
黒
い
服
の
ブ
ル
ổ
ス
』C

I

、
大
き
な
音
量
。 

 

【
１
２
⽇
】 

☼
照
明
変
化 

マ
キ
、
タ
ジ
マ
、202

に
イ
ン 

水
田
、
丸
山
、201

に
イ
ン 

小
野
も
加
わ
り
、201

は
粛
々
と
、202

は
ワ
イ
ワ
イ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
を
片
付
け
だ
す
。 

 

マ
キ 

 

「
あ
れ
？
ト
コ
ổ
？
」 

ト
コ 

 

「(
笑
顔
を
作
り
)
は
ổ
い
！
」 

マ
キ 

 

「
ど
こ
行
ỵ
て
た
の
？
」 

ト
コ 

 

「
何
で
も
な
い
」 

 

シ
ズ
エ
、202

に
イ
ン 

 

シ
ズ
エ 

「
ど
う
も
Ộ
」 

マ
キ 

 

「
お
、
お
つ
か
れ
Ộ
」 

ト
コ 

 

「
誰
？
」 

マ
キ 

 

「
お
手
伝
い
」 

シ
ズ
エ 

「
元
カ
ノ
で
す
」 

ト
コ 

 

「
は
？
」 

マ
キ 

 

「
あ
、
こ
れ
こ
れ
、
忘
れ
物
」 

シ
ズ
エ 

「
何
？
」 

マ
キ 

 

「(
冷
凍
庫
か
ら
弁
当
箱
を
出
す
)
は
い
」 

ト
シ
タ 

「(
悲
鳴
)」 

シ
ズ
エ 

「
要
ら
な
い
よ
！
捨
て
て
よ
！
」 

ト
コ 

 

「(
マ
キ
に
)
食
え
！
」 

マ
キ 

 

「
い
や
で
も
さ
、
弁
当
箱
は
勿
体
な
い
じ
Ỷ
ん
」 

ト
コ 

 

「
食
え
！
」 

シ
ズ
エ 

「
ま
た
買
う
か
ら
！
」 

タ
ジ
マ 

「
こ
れ
元
カ
ノ
の
手
作
り
だ
ỵ
た
ん
か
」 
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ト
コ 

 

「
食
え
！
」 

マ
キ 

 
「
え
ổ
で
も
、
や
ỵ
ぱ
勿
体
な
く
な
い
？
」 

シ
ズ
エ 
「
い
や
全
然
？
お
前
に
と
ỵ
て
で
し
Ỹ
？
」 

ト
コ 

 

「
食
え
！
」 

マ
キ 

 

「
・
・
・
い
た
だ
き
ま
す
！
！
」 

 

マ
キ
、
弁
当
を
爆
速
で
か
き
こ
む
。 

 

ト
シ
タ 

「(
大
き
な
悲
鳴
)」 

 

マ
キ
、
え
づ
き
な
が
ら
ハ
ケ
る
。 

三
人
、
笑
い
な
が
ら
追
い
掛
け
る
。 

201

、
小
野
だ
け
が
残
ỵ
て
い
る
。 

ち
Ỹ
ỵ
と
後
、
ト
コ
、
戻
ỵ
て
来
て
カ
ổ
ビ
ỻ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
渡
す
。 

 

ト
コ 

 

「
あ
げ
ま
す
！
」 

小
野 

 

「
え
？
」 

ト
コ 

 

「
も
う
要
ら
な
い
か
な
ỵ
て
！
」 

小
野 

 

「
良
い
ん
で
す
か
？
」 

ト
コ 

 

「
頭
お
か
し
く
な
り
そ
う
な
時
、
そ
れ
ぎ
ỷ
ỵ
と
す
る
と
落
ち
着
き
ま
す
よ
！
」 

小
野 

 

「
は
い
」 

 

小
野
、
ハ
ケ 

 

ト
コ 

 

「
さ
よ
う
な
ら
・
・
・
さ
よ
う
な
ら
！
」 

 

マ
キ
、
戻
ỵ
て
来
る
。 

 

マ
キ 

 

「
大
丈
夫
？
」 

ト
コ 

 

「(
決
め
ポ
ổ
ズ
)」 

   

劇
終 

 


